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③
労
働
者
が
労
務
遂
行
中
の
事
故
（
労
働
災
害
）
に
よ
り
人
的
損
害
を
被
っ
た
場
合
、
労
働
者
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
適

用
を
理
由
と
し
て
使
用
者
に
こ
れ
の
賠
償
を
請
求
で
き
る
か
。
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
請
求
権
は
物
的
損
害
だ
け
で
な
く
人
的
損
害
に

〈
綿
）

も
及
ぶ
と
す
る
の
が
判
例
・
通
説
で
あ
る
か
ら
、
同
条
の
類
推
適
用
の
場
ム
ロ
に
こ
れ
を
否
定
す
べ
き
理
由
は
な
い
。

し
か
し
、
労
働
関
係
に
関
し
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ｇ
の
特
別
規
定
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
労
災
に
よ

る
労
働
者
の
人
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
は
、
故
意
の
場
合
を
除
い
て
、
こ
れ
の
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
（
使
用
者
の
免
責
特
権
・

Ａ
Ｓ
Ｖ
Ｇ
一
一
一
三
一
一
一
条
一
項
）
。
賠
償
責
任
の
法
的
根
拠
が
何
で
あ
る
か
は
問
わ
な
い
か
ら
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
類
推
に
よ
る
責
任
も

（
妃
）

こ
れ
に
含
ま
れ
て
当
然
に
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
が
原
則
で
あ
る
が
、
例
外
的
に
、
そ
れ
の
稼
働
に
関
し
て
法
律
上
の
規
定
に
基
づ
い
て
高
度
の
賠
償
責
任
（
の
『
言
亘
の
出
島
‐

己
冒
亘
）
が
存
在
す
る
交
通
手
段
に
よ
っ
て
労
災
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
使
用
者
の
免
責
特
権
は
適
用
さ
れ
な
い
（
Ａ
ｓ
Ｖ
Ｇ
一
一
一
一
一
一
三
条

三
項
）
。
た
だ
し
、
使
用
者
は
存
在
す
る
責
任
保
険
か
ら
自
由
に
な
る
保
険
金
の
額
に
至
る
ま
で
責
任
を
負
う
に
過
ぎ
な
い
（
同
項
第
二

文
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
例
外
を
認
め
た
の
は
、
自
動
車
責
任
保
険
者
に
責
任
を
課
す
点
に
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
使
用
者
に
実
際
に
賠
償
責
任
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

第
四
章
労
働
者
の
人
的
損
害

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

Ａ
Ｓ
Ｖ
Ｇ
の
規
定
と
問
題
の
所
在

○ 
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そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
不
公
平
を
除
去
し
、
こ
れ
ら
の
者
に
も
自
動
車
責
任
保
険
者
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
権
を
付
与
す
る
た
め
に
、

一
九
八
九
年
の
第
四
八
次
普
通
社
会
保
険
法
の
部
分
改
正
法
（
念
・
少
の
「
。
‐
Ｚ
（
）
ぐ
の
一
一
の
）
に
よ
っ
て
、
「
｜
般
交
通
へ
の
参
加
」
と
い
う
文

言
が
削
除
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
使
用
者
の
追
加
的
な
財
政
負
担
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
く
て
、
単
に
自
動
車
責
任
保
険
者
の
免
責

排
除
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
第
二
文
が
追
加
さ
れ
て
、
前
述
の
よ
う
な
規
定
内
容
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

⑥
立
法
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
使
用
者
特
権
の
排
除
の
適
用
範
囲
を
拡
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
旧
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ｇ
’
一
一
一
一
一
三
条
三
項

（
釦
）

の
反
射
規
定
（
幻
の
｛
一
の
百
・
『
日
）
な
い
し
補
充
規
定
（
【
・
ヨ
ロ
ー
の
ョ
の
ゴ
敏
『
ロ
・
『
日
）
で
あ
る
「
鉄
道
お
よ
び
自
動
車
賠
償
責
任
法
（
Ｅ
Ｋ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
資
任
論
の
展
開
（
二
。
完
）
（
宮
本
）

一
○
三

⑪
法
改
正
が
な
さ
れ
る
前
の
段
階
で
は
、
同
条
項
は
、
「
そ
れ
の
稼
働
に
関
し
て
法
律
上
の
規
定
に
基
づ
い
て
増
大
し
た
責
任
義
務

が
存
在
す
る
交
通
手
段
に
よ
る
『
被
保
険
者
の
一
般
交
通
へ
の
参
加
に
際
し
て
（
ヶ
の
－
１
の
『
弓
の
一
一
口
：
曰
・
Ｑ
ｏ
の
ご
Ｃ
『
の
－
９
の
『
【
目
四
日
巴
｝
頤
の
‐

白
の
冒
目
『
の
『
云
呂
『
）
』
労
災
が
生
じ
た
場
合
に
は
」
使
用
者
の
責
任
特
権
は
排
除
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
た
。

（
栂
）

判
例
は
、
こ
の
一
‐
一
般
交
通
へ
の
参
加
」
と
い
う
要
件
を
極
め
て
厳
格
に
解
釈
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
「
一
般
交
通
へ
の
参

加
」
は
、
そ
の
事
故
が
営
業
的
な
出
来
事
の
範
囲
外
で
生
じ
、
関
与
者
が
自
己
の
労
務
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
事
故
が
被
害
者
の
職
務

と
場
所
的
・
時
間
的
か
つ
原
因
的
に
関
連
し
て
い
な
い
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
被
害
者
た
る
労
働
者
が
公
衆
の
利
用
で
き
な

い
使
用
者
の
自
動
車
で
輸
送
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
｜
股
交
通
へ
の
参
加
は
存
在
し
な
い
と
解
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
格
な
解
釈
の
結
果
と
し
て
、
旧
法
で
は
、
使
用
者
の
責
任
特
権
の
排
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
職
業
的
に
活
動
し
て
い
る
同
乗
者
や
運
転
手
は
事
故
保
険
か
ら
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
う
で
な
い

交
通
事
故
の
第
三
者
と
比
較
す
る
と
、
自
動
車
責
任
保
険
者
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
点
で
、
こ
れ
ら
の
者
は
不
利
な
地

位
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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⑪
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
一
○
○
二
年
九
月
五
日
（
固
く
宛
函
ｇ
一
望
）
の
第
二
法
廷
判
決
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
案
が
問
題
と
さ
れ
た
。
生
石
灰

用
の
輸
送
サ
イ
ロ
が
設
置
さ
れ
た
自
動
車
（
の
四
三
の
一
［
呂
目
の
ロ
、
）
の
運
転
を
任
さ
れ
た
労
働
者
が
、
そ
の
輸
送
サ
イ
ロ
か
ら
別
の
貯
蔵
庫

に
送
り
出
す
際
に
こ
れ
と
繋
い
で
い
た
ホ
ー
ス
が
外
れ
、
漏
れ
た
高
圧
の
生
石
灰
に
よ
っ
て
目
に
重
傷
を
負
っ
た
。
被
害
者
に
保
険
給
付

し
た
社
会
保
険
者
が
使
用
者
の
自
動
車
責
任
保
険
者
に
対
し
て
こ
れ
の
償
還
を
請
求
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
保
有
者
の
危
険
資
任
と
は
別
に
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
資
任
が
使
用
者
に
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
現

実
的
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
た
。
こ
の
賠
償
義
務
が
「
自
動
車
賠
償
責
任
保
険
法
（
Ｋ
Ｈ
Ｖ
Ｇ
）
」
二
条
一
項
に
よ
り
自
動
車
責
任
保
険

で
カ
バ
ー
さ
れ
る
と
解
す
る
と
き
は
、
使
用
者
特
権
排
除
の
要
件
を
充
足
し
、
自
動
車
責
任
保
険
者
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
権
が
こ
れ
ら

の
者
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

近
時
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
二
つ
の
最
高
裁
判
例
が
全
く
正
反
対
の
判
断
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
説
の
注
目
を
集
め

て
い
る
。

改
正
目
的
は
達
成
さ
れ
な
い
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
○
四

Ｈ
Ｇ
）
」
三
条
三
号
に
は
手
を
付
け
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
被
害
者
が
使
用
者
の
自
動
車
で
輸
送
さ
れ
て
お
り
、

事
故
の
時
点
で
自
動
車
の
営
業
の
と
こ
ろ
で
活
動
し
て
い
る
場
合
（
す
な
わ
ち
「
｜
股
交
通
へ
の
参
加
」
に
該
当
し
な
い
場
合
）
に
は
、

自
動
車
保
有
者
と
し
て
の
使
用
者
の
危
険
責
任
は
否
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
保
有
者
責
任
と
の
関
連
で
は
、
Ａ
ｓ
Ｖ
Ｇ
三
一
一
一
三
条
一
一
一

項
の
使
用
者
特
権
排
除
の
要
件
は
存
在
せ
ず
（
保
険
給
付
の
不
存
在
）
、
こ
れ
ら
の
者
は
慰
謝
料
請
求
権
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
、

二
判
例
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こ
こ
で
は
保
険
代
位
が
直
接
的
な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
被
害
者
た
る
労
働
者
は
使
用
者
お
よ
び
自
動
車
保

険
者
に
対
し
て
慰
謝
料
を
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

②
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
一
○
○
二
年
一
一
一
月
一
九
日
（
］
四
画
９
ｍ
．
、
自
国
少
の
四
ｓ
』
・
沼
）
の
第
八
法
廷
判
決
は
、
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
手
が
ト
レ
ー
ラ
ー
を
ト
ラ
ッ
ク
に
連
結
す
る
た
め
に
そ
れ
を
駐
車
位
置
か
ら
同
僚
と
一
緒
に
手
で
引
っ
張
っ
て
い
る
時
に
隣
の
ト

レ
ー
ラ
ー
と
の
間
に
挟
ま
れ
て
怪
我
を
し
た
と
い
う
事
案
で
、
「
徹
底
的
に
考
察
し
た
上
で
（
目
呂
『
の
昼
】
目
の
『
□
す
の
二
の
い
目
い
）
」
右
の

第
二
法
廷
の
見
解
を
否
定
し
、
被
害
者
た
る
労
働
者
か
ら
の
使
用
者
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
を
棄
却
し
た
。

ま
ず
第
一
に
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
責
任
を
認
め
る
と
、
運
転
手
と
し
て
活
動
し
て
い
る
労
働
者
に
常
に
無
過
失
の
慰

謝
料
請
求
権
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
立
法
者
が
こ
れ
を
望
ん
だ
と
す
れ
ば
、
一
九
八
九
年
の
法
改
正
に
際
し
て
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
一
一
一
条
一
一
一

号
を
削
除
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
立
法
者
は
こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
。
肯
定
説
は
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
三
号
と
の
間
で
明
確
か
つ
正
当
化

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
（
二
．
完
）
（
宮
本
）

’
○
五

を
認
め
た
。
こ
れ
に
よ
－

務
を
負
う
と
判
示
し
た
。

裁
判
所
は
、
ま
ず
第
一
に
、
自
動
車
保
有
者
の
危
険
責
任
に
関
し
て
は
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
三
号
に
よ
り
、
使
用
者
の
責
任
を
否
定
し
た
。

従
っ
て
、
使
用
者
の
責
任
特
権
は
排
除
さ
れ
ず
、
自
動
車
責
任
保
険
者
へ
の
代
位
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
次
に
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○

’
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
責
任
を
検
討
し
、
こ
れ
を
肯
定
し
た
。
生
命
や
健
康
と
い
う
法
益
の
重
大
性
に
鑑
み
る
と
、
使
用
者
の
リ

ス
ク
責
任
に
よ
っ
て
物
的
損
害
の
み
が
把
握
さ
れ
、
人
的
損
害
が
把
握
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
評
価
矛
盾
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
後
述
す
る
学
説
の
見
解
に
従
っ
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
賠
償
請
求
権
も
、
Ｋ
Ｈ
Ｖ
Ｇ
二
条
一
項
の
「
法
律
上
の
責

任
規
定
（
ぬ
の
⑫
の
（
昌
呂
の
国
旦
（
耳
冒
亘
ウ
の
⑪
（
目
白
目
、
）
に
よ
る
賠
償
請
求
権
」
に
含
ま
れ
る
と
し
て
、
自
動
車
責
任
保
険
に
よ
る
保
護

を
認
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ｇ
一
一
一
三
三
条
三
項
の
要
件
は
す
べ
て
満
た
さ
れ
る
か
ら
、
自
動
車
責
任
保
険
者
は
こ
れ
の
賠
償
義
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
○
六

し
得
な
い
評
価
矛
盾
に
陥
る
。
第
二
に
、
そ
の
事
故
が
も
っ
ぱ
ら
被
害
者
た
る
労
働
者
の
有
責
な
行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
場
合
に
も
、

慰
謝
料
請
求
権
を
当
該
労
働
者
に
認
め
る
こ
と
は
、
余
り
に
も
極
端
な
特
権
へ
と
導
く
。
ま
た
、
自
己
の
自
動
車
を
提
供
し
た
労
働
者
は

使
用
者
の
免
責
特
権
の
結
果
と
し
て
慰
謝
料
請
求
権
を
有
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
と
比
べ
て
そ
の
取
扱
い
に
極
端
な
不
平
等
が
生
ず
る
。

第
八
法
廷
は
こ
れ
ら
を
理
由
と
し
て
第
二
法
廷
の
見
解
を
拒
否
し
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
Ｋ

Ｈ
Ｖ
Ｇ
二
条
一
項
の
意
味
で
の
「
法
律
上
の
責
任
規
定
」
で
は
な
い
と
し
た
。

③
こ
の
よ
う
に
判
例
の
見
解
は
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
第
九
法
廷
は
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
一
○
○
三
年
五
月
七
日
（
□
宛
９
シ
ｇ
三
・
ｍ
怠
）

の
判
決
で
第
八
法
廷
の
見
解
を
支
持
し
た
。
事
実
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
が
そ
の
自
動
車
の
中
で
宿
泊
し
て
い
た
が
、
そ
の
際
、
追
加

的
に
設
置
し
た
ス
タ
ン
ド
暖
房
（
の
白
口
目
鳥
目
随
）
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ス
タ
ン
ド
暖
一
房
の
機
能
不
全
の
結
果
、
運

転
手
が
二
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
り
死
亡
し
た
。
そ
こ
で
、
未
亡
人
に
保
険
給
付
を
し
た
事
故
保
険
者
が
自
動
車
責
任
保
険
者
に
こ
れ
の
償

還
を
請
求
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
本
件
事
故
は
自
動
車
の
稼
働
（
国
の
目
の
す
）
ま
た
は
そ
の
使
用
（
『
の
『
葛
の
ロ
Ｑ
Ｅ
ｐ
ｍ
）
に
際
し
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
と

し
て
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
の
責
任
を
否
定
し
た
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
類
推
に
よ
る
リ
ス
ク
責
任
に
関
し
て
、
人
的
損
害
に
関
す
る

使
用
者
の
責
任
は
Ａ
ｓ
Ｖ
Ｇ
一
一
一
三
一
一
一
条
に
お
い
て
排
他
的
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
責
任
特
権
は
第
四
八
次
部
分
改
正
法
に
よ
っ
て
も

維
持
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と
述
べ
て
、
同
条
の
類
推
適
用
を
否
定
し
た
。

⑪
こ
れ
に
関
す
る
学
説
を
み
る
と
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
に
基
づ
い
て
使
用
者
の
責
任
特
権

三
学
説
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（
別
）

ま
た
、
ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
／
バ
ー
グ
ナ
ー
は
、
生
命
や
健
康
１
と
い
う
法
益
の
優
越
性
か
ら
す
る
と
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
類
推
に
よ
る

使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
労
働
者
の
人
的
損
害
に
も
及
ぶ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
指
示
し
た
業
務
の
典
型
的
な
危
険
に
関
し
て
使
用
者

は
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
リ
ス
ク
責
任
の
中
心
で
あ
る
が
故
に
、
こ
こ
で
は
あ
る
種
の
営
業
危
険
が
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
危
険
責
任
と
近
い
。
従
っ
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
賠
償
請
求
権
は
Ｋ
Ｈ
Ｖ
Ｇ
二
条
一
項
の
「
法
律
上
の
責

任
規
定
に
よ
る
賠
償
請
求
権
」
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
請
求
権
が
契
約
（
雇
用
契
約
）
に
基
礎
を
有
す
る
こ
と
を
理
由

に
「
法
律
的
な
性
質
」
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
根
源
を
契
約
ま
た
は
不
法
行
為
に
有
す
る
と
し
て
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
三
．
完
）
（
宮
本
）

一
○
七

排
除
を
肯
定
す
る
も
の
と
し
て
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
お
よ
び
ケ
ル
シ
ニ
ナ
ー
／
バ
ー
グ
ナ
ー
の
見
解
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
訓
）

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
リ
ス
ク
責
任
を
Ａ
ｓ
Ｖ
Ｇ
’
一
一
一
一
一
一
一
一
条
一
一
一
項
の

適
用
領
域
に
お
い
て
展
開
す
る
こ
と
は
、
自
動
車
の
運
転
手
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
る
労
働
者
や
職
業
上
活
動
し
て
い
る
同
垂
秀
百
に
自
動
車

責
任
保
険
者
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
権
を
認
め
る
と
い
う
立
法
者
の
動
機
に
適
合
す
る
。
第
二
に
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
に
よ
る
リ
ス

ク
責
任
は
後
見
や
緊
急
事
務
管
理
な
ど
の
契
約
外
の
関
係
で
も
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
契
約
は
「
法
律
上
の
責
任
要
件
（
、
の
⑪
の
目
冒
す
の
爵
帛
‐

（
鼬
）

一
目
、
切
目
ロ
の
⑪
白
目
）
」
の
単
な
る
結
合
点
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
Ｋ
Ｈ
Ｖ
Ｇ
－
一
条
一
項
の
「
法
律
上
の
責
任
規
定
に
基
づ
く
賠
償
請
求

権
」
は
、
判
例
で
は
広
く
解
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
リ
ス
ク
責
任
も
こ
れ
に
該
当
す
る
。

さ
ら
に
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
は
、
使
用
者
の
自
動
車
を
用
い
た
労
働
者
と
自
己
の
自
動
車
を
使
用
者
の
た
め
に
用
い
た
労
働
者
を

異
な
っ
て
取
り
扱
う
こ
と
は
正
当
で
は
な
い
と
し
て
、
後
者
の
労
働
者
に
対
し
て
も
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
リ
ス
ク
責
任

の
要
件
の
下
で
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
慰
謝
料
請
求
権
に
つ
き
使
用
者
の
責
任
を
認
め
る
。
こ
の
こ
と
は
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ｇ
一
一
一
三
三
条
一
一
一
項
の
第

（
鍋
）

一
文
か
ら
理
解
で
き
る
と
い
う
。
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ま
ず
労
働
者
の
観
点
か
ら
で
あ
る
が
、
肯
定
説
に
よ
れ
ば
、
自
動
車
を
操
縦
し
、
そ
の
途
中
で
身
体
を
侵
害
さ
れ
た
運
転
手
は
無
過
失

の
慰
謝
料
請
求
権
を
有
す
る
が
、
こ
れ
以
外
の
運
転
手
（
職
業
的
関
連
の
な
い
運
転
手
）
は
こ
れ
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
運
転
手
の
範
嬬
を
二
分
し
て
異
な
っ
て
取
り
扱
う
こ
と
は
必
ず
し
も
不
合
理
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
三
号

の
明
文
規
定
に
反
す
る
。
さ
ら
に
、
肯
定
説
は
労
働
者
グ
ル
ー
プ
の
二
分
化
を
も
導
く
。
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ｇ
一
一
一
一
一
一
三
条
三
項
の
保
険
保
護
の
存
在

と
の
関
連
で
、
使
用
者
の
自
動
車
を
用
い
た
労
働
者
は
保
護
さ
れ
る
が
、
自
己
の
自
動
車
を
使
用
者
の
た
め
に
提
供
し
た
労
働
者
は
保
護

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
前
述
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
い
ず
れ
の
労
働
者
も
同
一
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
肯
定
説
の
差
別
的
取
扱
い
に
合
理
的
理
由
は
存
在
し
な
い
。
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
原
則
に
よ
り
、
労
働
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
で
も
比

較
的
広
く
慰
謝
料
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
矛
盾
は
さ
ら
に
増
大
す
る
。

次
に
、
使
用
者
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
肯
定
説
は
確
か
に
使
用
者
に
直
接
的
な
負
担
を
も
た
ら
さ
な
い
が
、
し
か
し
、
掛
け
金
の
増
大

と
い
う
間
接
的
な
負
担
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

責
任
保
険
者
の
観
点
か
ら
は
、
第
二
法
廷
の
判
決
に
よ
っ
て
重
大
な
変
更
が
生
じ
た
。
結
果
的
に
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
保
険

保
護
や
保
険
の
填
補
義
務
が
奇
妙
な
人
的
制
限
を
伴
っ
て
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
人
的
損
害
が
誰
に
生

あ
る
。

否
定
す
る
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
○
八

（
弱
）

の
賠
償
請
求
権
は
準
法
律
上
の
債
務
関
係
を
構
成
す
る
か
》
ｂ
で
あ
る
。

②
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ァ
ー
バ
ー
や
ア
パ
シ
ー
な
ど
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
責
任
特
権
排
除
を
全
面
的
に

（
鉛
）

⑥
フ
ァ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
労
働
者
や
使
用
者
、
苣
口
動
車
責
任
保
険
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
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こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
ｌ
ｏ
’
四
条
は
自
動
車
責
任
保
険
で
は
何
ら
の
役
割
を
演
じ
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
そ
し
て
、
方

法
論
的
に
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｖ
Ｇ
二
条
一
項
を
目
的
論
的
に
制
限
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
責
任
は
保
険
保
護
を
基
礎
づ
け
な

い
と
す
る
（
第
八
法
廷
判
決
と
同
旨
）
。

（
訂
）

⑪
ア
パ
シ
ー
も
同
様
に
否
定
説
を
支
持
す
る
。
ま
ず
第
一
に
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
一
一
一
条
三
号
に
よ
れ
ば
、
自
動
車
の
営
業
の
と
こ
ろ
で
活
動

し
、
か
つ
輸
送
さ
れ
て
い
た
者
が
交
通
事
故
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
は
、
保
有
者
は
ｌ
被
害
者
が
保
有
者
の
労
働
者
で
あ
る
か
否

か
を
問
わ
ず
ｌ
危
険
責
任
を
負
わ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
被
害
者
は
自
己
の
行
為
の
結
果
に
つ
い
て
は
自
分
で
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
保
有
者
の
責
任
排
除
は
一
般
的
に
は
不
公
平
で
は
な
い
。

ま
た
、
第
四
八
次
部
分
改
正
法
に
よ
る
改
正
は
二
般
交
通
へ
の
参
加
」
と
い
う
要
件
の
削
除
に
よ
っ
て
、
公
衆
に
開
放
さ
れ
て
い
な

い
使
用
者
の
自
動
車
で
単
に
輸
送
さ
れ
て
い
る
労
働
者
に
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
た
（
従
来
の
判
例
法
理

の
一
部
否
定
）
。
こ
の
限
り
で
は
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
三
号
の
修
正
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
、
外
部
の
第
三
者
よ
り
も
有

利
な
地
位
に
置
く
こ
と
は
意
図
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
運
転
手
に
も
慰
謝
料
請
求
権
を
認
め
る
の
が
立
法
者
の
意
図
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
難
し
い
。
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
一
一
一
号
が
使
用
者
の
運
転
手
に
対
す
る
危
険
責
任
を
排
除
し
て
い
る
こ
と
を
立
法
者
が
見
落
と
し
て
い

た
と
し
て
も
、
改
正
法
は
、
少
な
く
と
も
使
用
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
に
、
使
用
者
（
保
有
者
）
の
運
転
手
に
対
す
る
責
任
を
惹
起
す
る
。

従
っ
て
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
三
号
を
同
時
に
改
正
し
な
い
と
し
て
も
、
改
正
法
は
意
味
を
有
す
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
三
。
完
）
（
宮
本
）

一
○
九

関
係
し
な
い
。

じ
た
か
は
自
動
車
責
任
保
険
者
の
観
点
か
ら
は
単
な
る
偶
然
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
リ
ス
ク
責
任
は

委
任
者
や
使
用
者
の
計
算
と
危
険
で
な
さ
れ
る
行
為
に
関
す
る
特
別
な
民
法
上
の
責
任
規
制
で
あ
っ
て
、
自
動
車
責
任
保
険
の
保
護
と
は
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

二
○

人
的
損
害
に
関
す
る
リ
ス
ク
責
任
は
、
物
的
損
害
の
場
合
と
は
全
く
法
的
状
態
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
的
損
害
に
関
し
て
は
、

Ａ
Ｓ
Ｖ
Ｇ
一
一
一
一
一
一
三
条
が
使
用
者
の
責
任
の
中
心
的
な
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
に
も
一
般
に
は
労
働

者
の
慰
謝
料
請
求
権
は
否
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
自
動
車
事
故
の
場
合
に
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
を
類
推
し
て
職
業
運
転
手

に
無
過
失
の
慰
謝
料
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
は
、
明
白
な
評
価
矛
盾
で
あ
る
。
同
様
に
、
自
己
の
自
動
車
を
使
用
者
の
た
め
に
投
入
し
た

労
働
者
に
認
め
ら
れ
な
い
慰
謝
料
請
求
権
を
、
使
用
者
の
自
動
車
を
用
い
る
労
働
者
に
認
め
る
こ
と
も
疑
問
で
あ
る
。
従
っ
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ

Ｂ
一
○
’
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
労
働
者
の
人
的
損
害
に
関
し
て
は
妥
当
し
な
い
。

ま
た
、
労
働
者
の
所
有
す
る
自
動
車
の
段
損
の
場
合
に
は
、
使
用
者
は
事
故
リ
ス
ク
を
節
約
し
た
と
い
え
る
が
、
人
的
損
害
の
場
合
に

は
そ
う
で
は
な
い
。
労
働
者
は
一
定
の
活
動
を
行
う
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
報
酬
を
受
け
取
る
こ
と
が
労
働
契
約
の
本
質

で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
自
身
が
当
該
労
務
を
行
う
余
地
は
な
く
、
事
故
リ
ス
ク
の
節
約
と
い
う
基
準
は
適
合
し
な
い
と
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
○
一
四
条
類
推
論
を
批
判
す
る
。

ア
パ
シ
ー
の
見
解
は
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
一
一
一
号
に
手
を
加
え
な
い
と
し
て
も
Ａ
ｓ
Ｖ
Ｇ
三
一
一
一
三
条
一
一
一
項
の
改
正
は
意
義
を
有
す
る
と
し
た

点
、
お
よ
び
、
労
災
に
よ
る
人
的
損
害
に
関
し
て
は
Ａ
ｓ
Ｖ
Ｇ
一
一
一
三
一
一
一
条
が
中
心
的
規
定
だ
と
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
の
人
的
損

害
へ
の
類
推
を
否
定
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

③
右
の
肯
定
説
と
否
定
説
は
い
ず
れ
も
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
三
号
の
全
面
的
な
適
用
を
前
提
と
す
る
が
、
学
説
の
中
に
は
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
一
一
一

条
三
号
の
適
用
を
（
全
部
ま
た
は
一
部
）
否
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
保
有
者
の
危
険
責
任
の
肯
定
お
よ
び
使
用
者
責
任
特
権
の
排
除
を
導

く
見
解
が
あ
る
。

（
詔
）

列
フ
ォ
ン
キ
ル
ヒ
は
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
一
一
一
条
一
一
一
号
の
機
能
喪
失
か
ら
出
発
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
一
一
一
条
一
一
一
号
の
唯
一
の
目
的
は
危

－
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険
責
任
の
領
域
を
使
用
者
責
任
特
権
の
排
除
の
範
囲
に
合
わ
せ
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
四
八
次
部
分
改
正
法
に
よ
っ
て

こ
の
両
者
の
関
係
が
取
り
除
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
三
号
は
そ
の
特
徴
的
な
機
能
を
奪
い
取
ら
れ
、
そ
の
た
め
適
用
可

能
で
な
く
な
っ
た
（
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
一
一
一
条
三
号
の
機
能
喪
失
（
司
昌
百
。
。
②
ぐ
の
『
］
ロ
呉
）
）
。

第
四
八
次
部
分
改
正
法
の
立
法
者
の
意
図
は
労
働
者
の
責
任
法
上
の
差
別
待
遇
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
労
働
者
に
有
利
な
責
任

状
態
を
作
り
出
す
こ
と
で
は
な
い
。
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
リ
ス
ク
責
任
を
持
ち
出
す
こ
と
は
こ
れ
と
一
致
し
な
い
。
そ
う

で
は
な
く
て
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
三
号
の
機
能
喪
失
を
承
認
し
て
、
労
働
者
を
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
の
人
的
な
適
用
範
囲
の
中
に
加
え
る
こ
と
が
法
改

で
は
な
く
て
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
（

正
の
趣
旨
に
合
致
す
る
。

具
体
的
に
は
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
の
危
険
責
任
法
的
な
帰
貴
の
観
点
と
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
特
別
な
評
価
を
考
慮
し
て
こ
れ
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

ず
第
一
に
、
前
者
の
観
点
か
ら
は
、
保
有
者
に
と
っ
て
回
避
不
可
能
な
出
来
事
（
目
目
言
の
目
目
『
の
⑪
厚
の
信
己
の
）
す
な
わ
ち
損
害
発
生

の
原
因
が
支
配
可
能
な
危
険
領
域
の
外
に
あ
る
か
否
か
が
重
要
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
被
害
者
た
る
労
働
者
が
必
要
な
注
意
を
遵
守
し
、

異
常
な
営
業
危
険
が
現
実
化
し
た
場
合
（
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
九
条
二
項
第
一
文
）
、
あ
る
い
は
、
そ
の
事
故
が
も
っ
ぱ
ら
自
動
車
の
性
能
の
瑠
疵

や
装
置
の
故
障
に
基
づ
く
場
合
（
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
九
条
一
項
）
に
は
、
保
有
者
た
る
使
用
者
が
危
険
責
任
を
負
う
こ
と
に
争
い
は
な
い
。
運
転

手
の
交
通
違
反
的
な
容
態
に
よ
る
事
故
の
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
に
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
他
の
被
害
者
た
る
労
働
者
（
同
乗

者
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
故
は
回
避
不
可
能
な
出
来
事
に
該
当
せ
ず
、
保
有
者
は
被
害
者
に
対
し
て
危
険
責
任
を
負
う
。
こ
れ
に
対
し

て
、
交
通
違
反
を
し
た
運
転
手
自
身
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
九
条
二
項
を
類
推
し
て
保
有
者
は
危
険
責
任
を
免
れ
る
。
こ
の
者

と
の
関
連
で
は
、
当
該
事
故
は
回
避
不
可
能
な
出
来
事
だ
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
回
避
不
可
能
な
出
来
事
の
認
定
に
際
し

て
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
評
価
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
回
避
不
可
能
な
出
来
事
と
さ
れ
る
範
囲
の
制
限
へ
と
導
く
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
三
．
完
）
（
宮
本
）

一
一
一
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
一
一
一

⑪
シ
ュ
マ
ラ
ン
ツ
ァ
ー
は
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
九
条
か
ら
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
三
号
の
適
用
制
限
（
部
分
的
廃
止
）
を
導
こ
う
と
吏
塞
。
す
な
わ
ち
、

Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
九
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
自
動
車
の
性
能
の
瑠
疵
や
装
置
の
故
障
の
リ
ス
ク
は
い
ず
れ
に
せ
よ
保
有
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
事
故
の
原
因
が
保
有
者
の
領
域
の
中
に
あ
り
、
営
業
の
と
こ
ろ
で
活
動
し
て
い
る
労
働
者
に
過
失
が
な
い
と

き
は
、
他
の
被
害
者
た
る
労
働
者
と
同
様
の
保
護
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
一
一
一
号
は
こ
の
限
度
で
適
用
が
制
限
さ
れ

（
帥
）

る
べ
き
で
あ
り
（
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
一
一
一
条
一
一
一
号
の
部
分
的
な
廃
止
（
（
＆
」
ョ
の
一
ｍ
の
□
の
８
頤
昌
。
□
）
）
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
被
害
者
た
る
運
転
者
に
も

慰
謝
料
請
求
権
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
法
者
の
意
図
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

な
お
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
適
用
論
に
関
し
て
、
シ
ュ
マ
ラ
ン
ツ
ァ
ー
は
同
条
の
類
推
は
労
働
者
に
過
失
が
な
い
場
合
に
限
る

と
す
る
見
解
を
前
提
と
し
て
、
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
と
の
間
に
評
価
的
な
矛
盾
は
生
じ
な
い
と
す
る
。

㈹
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
と
人
的
損
害
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ｇ
の
改
正
に
伴
っ
て
こ
の
よ
う
な
問
題
が
顕
在
化
し
た
。
Ｅ

Ｋ
Ｈ
Ｇ
に
よ
る
保
有
者
（
使
用
者
）
の
危
険
責
任
が
存
在
す
る
と
き
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｖ
Ｇ
に
よ
る
保
険
給
付
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
Ａ
ｓ
Ｖ
Ｇ

一
一
一
三
三
条
一
一
一
項
の
要
件
を
充
足
し
、
使
用
者
の
責
任
特
権
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
使
用
者
の
責
任
特
権
の

排
除
は
同
時
に
被
害
者
た
る
労
働
者
に
慰
謝
料
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
に
よ
る
危
険
責
任
が
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四

条
類
推
に
よ
る
人
的
損
害
に
関
す
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
お
よ
び
Ｋ
Ｈ
Ｖ
Ｇ
二
条
一
項
へ
の
包
含
に
よ
っ
て
、
使
用
者
の
責
任
特
権
の

排
除
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
て
き
た
。
判
例
は
当
初
こ
れ
を
肯
定
し
た
が
、
後
に
否
定
説
へ
転
じ
た
。
肯
定
説
お

よ
も
否
定
説
は
い
ず
れ
も
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
一
一
一
条
一
一
一
号
の
全
面
的
な
適
用
を
前
提
と
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
折
衷
説
は
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
一
一
一
号

の
適
用
を
全
部
ま
た
は
一
部
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
に
よ
る
保
有
者
の
危
険
責
任
の
範
囲
を
拡
張
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
問
題
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と
り
わ
け
肯
定
説
と
否
定
説
の
間
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
リ
ス
ク
責
任
の
人
的
損
害
へ
の
適
用
の
可
否
と
い
う
観

点
か
ら
議
論
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
同
条
の
適
用
範
囲
そ
れ
自
体
が
争
点
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
、
問
題
の
本
質

は
こ
の
よ
う
な
点
に
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
使
用
者
責
任
特
権
の
排
除
さ
れ
る
範
囲
が
争
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
換
言
す
る

と
、
労
災
に
よ
る
人
的
損
害
に
つ
い
て
は
使
用
者
の
賠
償
義
務
を
否
定
し
、
す
べ
て
保
険
に
よ
っ
て
処
理
す
る
と
い
う
制
度
に
由
来
す
る

特
有
の
問
題
に
係
わ
る
。
わ
が
国
で
は
、
使
用
者
の
労
災
補
償
責
任
・
労
災
保
険
給
付
と
民
法
上
の
賠
償
義
務
は
併
存
す
る
か
ら
、
こ
れ

ら
の
議
論
は
余
り
参
考
と
な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
い
ず
れ
の
見
解
に
お
い
て
も
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
に
よ
る
賠
償
請
求
が
一
般

的
・
抽
象
的
に
は
人
的
損
害
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑪
労
働
者
が
労
務
の
遂
行
中
に
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
と
い
う
事
案
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
労
働
者
が
第
三
者
の
所
有
す
る

自
動
車
を
営
業
手
段
と
し
て
用
い
た
際
に
、
こ
れ
が
交
通
事
故
に
よ
り
毅
損
し
た
と
い
う
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。

③
こ
れ
に
関
す
る
判
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
八
六
年
一
一
月
一
八
日
判
決
（
］
囚
』
①
ｇ
Ｐ
ｇ
・
田
少
の
后
巴
・
田
・
□
”
・
鈩
已
＆
］
山
国
）
で
は
、
妻
の
自
動
車
の
段
損

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
三
。
完
）
（
宮
本
）

一
一
一
一
一

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

第
五
章
第
三
者
に
対
す
る
加
害

第
三
者
に
対
す
る
加
害
類
型
と
判
例
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回
Ｏ
Ｇ
Ｈ
’
九
九
五
年
一
一
月
八
日
判
決
（
。
］
臼
皀
農
⑭
ｇ
）
は
こ
れ
と
類
似
す
る
。
こ
こ
で
は
、
同
棲
者
（
Ｐ
の
ワ
の
□
い
，

、
の
戯
画
『
扇
ご
）
の
所
有
す
る
自
動
車
が
用
い
ら
れ
て
毅
損
し
た
と
い
う
事
案
に
係
わ
る
。
裁
判
で
は
主
と
し
て
消
滅
時
効
の
期
間
が
争
わ

れ
た
が
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
そ
の
前
提
と
し
て
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
適
用
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
適
用
を
認
め
た
。
た
だ
し
、

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
一
四

が
問
題
と
さ
れ
た
。
労
働
者
は
二
人
の
顧
客
と
の
約
束
を
守
る
た
め
に
使
用
者
の
了
解
（
国
ご
く
の
門
口
の
声
日
の
ロ
）
を
得
て
自
家
用
車
を
使
用

し
た
。
走
行
中
に
凍
っ
た
車
道
の
上
で
事
故
が
発
生
し
、
自
家
用
車
が
全
損
し
た
。
そ
こ
で
、
労
働
者
が
使
用
者
に
約
七
万
シ
リ
ン
グ
の

賠
償
を
請
求
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
件
で
は
、
自
動
車
の
所
有
者
は
誰
か
が
争
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
、
原
告
が
事
故
の
前
に
自
家
用
車
の
所
有
権
を
獲
得

し
て
い
た
と
き
は
、
そ
の
損
害
は
労
働
者
の
所
有
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
、
被
告
は
八
三
年
判
決
の
要
件
の
下
で
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一

四
条
の
類
推
適
用
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
賠
償
す
べ
き
義
務
を
負
う
と
判
示
し
た
。
こ
れ
は
す
で
に
言
及
し
た
労
働
者
被
害
の
類
型
に
属
す

る
か
ら
、
特
に
目
新
し
い
問
題
は
な
い
。

し
か
し
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
こ
れ
に
続
い
て
、
妻
が
自
家
用
車
の
所
有
者
で
あ
り
、
か
つ
、
原
告
が
妻
に
対
し
て
こ
れ
の
賠
償
義
務
を
負
う
場

合
に
も
、
被
告
の
賠
償
義
務
は
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
経
済
的
に
み
る
と
、
損
害
は
労
働
者
の
財
産
に
生
じ
て
い
る
。

盾
生
口
が
妻
に
賠
償
し
た
と
す
れ
ば
、
原
告
は
間
接
的
な
被
害
者
で
は
な
く
て
、
直
接
的
な
被
害
者
で
あ
る
（
損
害
移
転
（
の
９
日
の
□
い
く
の
『
‐

」
四
ｍ
の
円
目
、
）
の
事
例
）
。
ま
だ
賠
償
し
て
い
な
い
と
き
の
よ
う
に
通
常
は
被
害
者
に
生
ず
る
損
害
を
例
外
的
に
第
三
者
が
経
済
的
に
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
損
害
転
嫁
（
の
Ｃ
宮
９
の
口
呂
ワ
閂
乏
些
悶
目
函
）
に
よ
っ
て
加
害
者
（
こ
こ
で
は
使
用
者
）
は
Ａ
Ｂ

Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
賠
償
義
務
を
免
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
八
一
一
一
年
判
決
の
要
件
は
も
ち
ろ
ん
満
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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⑥
こ
の
類
型
に
属
す
る
判
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
八
九
年
五
月
二
四
日
（
国
鈩
の
」
ｇ
」
》
雪
）
で
は
、
原
告
（
最
も
若
い
見
習
労
働
者
）
が
指
示
さ
れ
た
買
物
に
自
転
車

で
出
か
け
た
が
、
帰
り
道
で
自
分
を
追
い
越
し
た
自
動
車
に
注
意
す
る
こ
と
な
く
左
に
曲
が
り
、
そ
の
自
動
車
と
衝
突
し
て
約
四
万
四
○

○
○
シ
リ
ン
グ
の
損
害
を
与
え
た
。
原
告
は
被
害
者
に
賠
償
し
た
後
、
使
用
者
に
こ
れ
の
支
払
い
を
求
め
た
。

第
一
審
判
決
は
損
害
が
直
接
的
に
原
告
の
財
産
に
生
じ
て
い
な
い
と
い
う
事
情
は
何
も
変
更
し
な
い
と
し
て
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任

を
肯
定
し
た
。
そ
し
て
、
原
告
の
過
失
を
考
慮
し
て
、
三
分
の
こ
の
限
度
で
こ
れ
を
認
容
し
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
三
．
完
）
（
宮
本
）

一
一
五

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
八
六
年
判
決
の
よ
う
な
理
由
付
け
を
説
示
す
る
こ
と
な
く
、
「
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
は
労
働
契
約

に
も
類
推
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
使
用
者
は
こ
れ
に
基
づ
き
本
件
事
例
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
よ
う
な
労
働
相
当
な
物
的
損
害
を
賠

（
副
）

償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
Ｃ
Ｇ
Ｈ
は
繰
り
返
し
判
一
示
し
て
き
た
」
と
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
。

⑪
労
働
者
の
自
動
車
の
穀
損
に
つ
き
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
認
め
る
場
合
に
は
、
労
働
者

の
使
用
し
た
自
動
車
が
第
三
者
の
所
有
に
属
す
る
と
き
も
、
同
様
に
処
理
す
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
営
業
手
段
と
し
て
用
い
ら

れ
た
自
動
車
が
労
働
者
に
属
す
る
か
、
あ
る
い
は
第
三
者
所
有
の
物
で
あ
る
か
は
、
使
用
者
に
と
っ
て
は
い
わ
ば
偶
然
的
な
出
来
事
に
過

ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
第
三
者
所
有
物
の
段
損
の
場
合
に
も
、
判
例
が
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
原
則
を
適
用
し

た
こ
と
は
正
当
と
い
え
る
。
ま
た
、
責
任
の
要
件
な
い
し
リ
ス
ク
責
任
の
限
定
基
準
に
つ
い
て
も
、
労
働
者
の
自
動
車
の
段
損
に
関
し
て

展
開
さ
れ
た
こ
と
が
こ
こ
で
も
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

②
第
三
者
加
害
の
事
案
の
中
に
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
営
業
手
段
と
は
関
係
し
な
い
第
三
者
の
損
害
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
も

あ
る
。
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ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
九
七
年
三
月
一
一
六
日
判
決
（
Ｃ
”
・
』
］
ｇ
Ｐ
筐
）
で
は
次
の
よ
う
な
事
案
が
問
題
と
さ
れ
た
。
自
動
車
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
（
勺
【
言
’
の
一
島
の
『
す
の
旨
、
巨
耳
の
）
の
製
造
業
者
は
Ｗ
と
自
動
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
輸
送
契
約
を
締
結
し
た
が
、
そ
の
孫
請
け
会
社

の
運
転
手
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
忘
れ
た
の
で
引
き
返
す
際
に
ト
ラ
ッ
ク
の
ト
レ
ー
ラ
ー
が
横
転
し
、
積
荷
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
段
損
し
た
。

製
造
業
者
は
約
一
○
○
万
シ
リ
ン
グ
の
損
害
を
被
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
孫
請
け
会
社
と
そ
の
運
転
手
に
対
し
て
賠
償
請
求
し
た
。
第
一
審

裁
判
所
は
両
者
の
責
任
を
認
め
た
が
、
第
二
審
の
リ
ン
ッ
高
等
裁
判
所
は
孫
請
け
会
社
の
責
任
を
否
定
し
、
運
転
手
の
不
法
行
為
賀
任
を

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
一
一
ハ

こ
れ
に
対
し
て
、
控
訴
審
は
原
告
の
請
求
を
全
面
的
に
否
定
し
た
。
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
に
関
し
て
は
、
労
働
者
が
自
己
の
財
貨

（
ぐ
の
『
曰
目
目
の
葛
の
『
庁
の
）
を
使
用
者
の
た
め
に
使
用
し
た
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
本
件
で
は
使
用
者
の
自
転
車
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
使
用
者
は
労
働
者
の
惹
起
し
た
事
故
損
害
に
関
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
。
第
一
審
判
決
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
客

観
的
に
正
当
化
で
き
な
い
よ
う
な
使
用
者
責
任
の
拡
張
に
至
る
と
い
う
。

Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
控
訴
審
の
見
解
を
否
定
し
て
使
用
者
の
責
任
を
認
め
た
。
自
転
車
の
運
転
に
よ
る
事
故
に
お
い
て
指
示
さ
れ
た
行
為
の
典
型

的
な
危
険
の
現
実
化
す
な
ち
労
働
相
当
な
物
的
損
害
（
の
口
ｎ
房
・
嵐
口
目
）
に
関
す
る
使
用
者
の
無
過
失
責
任
の
要
件
は
満
た
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
損
害
が
原
告
の
財
産
（
「
の
『
白
骨
目
）
に
直
接
的
に
生
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
被
告
の
責
任
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
原

告
が
被
害
者
に
賠
償
し
、
そ
の
損
害
が
経
済
的
に
見
る
と
彼
の
財
産
に
生
じ
た
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
と
き
は
、
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
損
害
の
移
転
（
の
。
、
の
ロ
：
戸
の
の
目
且
の
□
い
く
の
「
一
農
の
『
自
随
）
の
事
例
が
存
在
す
る
。
原
告
は
間
接
的
な
被
害
者
で
は
な
く
て
直

接
的
な
被
害
者
で
あ
る
。
使
用
者
責
任
の
拡
大
と
い
う
控
訴
審
の
議
論
は
実
定
法
上
の
基
礎
を
有
し
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
使
用

者
は
営
業
賠
償
責
任
保
険
（
国
の
日
：
印
冒
［
５
［
｝
一
。
頁
ぐ
の
回
目
の
『
目
困
）
の
締
結
に
よ
っ
て
そ
の
経
済
的
な
リ
ス
ク
を
排
除
す
れ
ば
足
り

る
０ 
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肯
定
し
た
。
製
造
業
者
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
運
転
手
の
給
与
を
差
し
押
さ
え
た
（
の
呂
巴
扇
の
〆
の
冒
冒
口
）
。
そ
こ
で
、
本
件
訴
訟
に
お
い（
唾
）

て
、
運
転
手
は
使
用
者
で
あ
る
孫
請
け
会
社
に
対
し
て
す
で
に
被
害
者
に
支
払
っ
た
賠
償
の
償
還
と
将
来
の
償
還
義
務
の
確
認
を
求
め
た
。

第
一
審
裁
判
所
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
に
よ
る
償
還
請
求
を
使
用
者
の
自
己
責
任
の
欠
映
を
理
由
に
否
定
し
た
が
、
し
か
し
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○

一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
肯
定
。
控
訴
審
も
こ
れ
を
支
持
し
た
。

Ｏ
Ｇ
Ｈ
も
同
じ
く
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
直
接
的
な
適
用
を
否
定
す
る
。
そ
し
て
、
使
用
者
の
第
三
者
に
対
す
る
自
己
責
任
の
欠
鉄
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一

○
一
四
条
類
推
に
よ
る
リ
ス
ク
責
任
の
原
則
を
何
も
変
更
し
な
い
。
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
適
用
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
こ

と
は
、
指
示
さ
れ
た
行
為
の
典
型
的
な
危
険
と
結
び
つ
い
た
労
働
相
当
な
加
害
が
労
務
給
付
の
調
達
に
際
し
て
第
三
者
の
と
こ
ろ
で
生
じ
、

第
三
者
の
労
働
者
に
対
す
る
賠
償
請
求
が
裁
判
上
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
労
働
者
の
自
己
損
害
（
国
、
の
。
⑩
呂
且
の
。
）

（
侭
）

が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
と
判
一
示
し
た
。

⑪
こ
の
よ
う
に
判
例
は
営
業
手
段
と
は
関
係
し
な
い
第
三
者
に
対
す
る
加
害
の
場
合
に
も
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
法
理
を
適
用
す
る
。

Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
は
損
害
類
型
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
の
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
に
関
し
て

こ
れ
を
営
業
手
段
の
段
損
に
限
定
す
べ
き
合
理
的
理
由
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
理
論
的
基
礎
は

こ
の
類
型
に
お
け
る
責
任
要
件
は
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
指
示
さ
れ
た
行
為
の
典
型
的
な
危
険
の
現
実
化
す
な
わ
ち
労
働
相
当
な
損
害
で

あ
れ
ば
足
り
る
。
自
動
車
の
穀
損
の
場
合
と
は
異
な
り
、
使
用
者
の
活
動
領
域
と
労
働
者
の
個
人
的
な
生
活
領
域
と
の
区
別
は
問
題
と
な

ら
な
い
。

こ
こ
で
も
妥
当
す
る
。

③
第
三
者
に
対
す
る
加
害
の
類
型
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
営
業
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
物
の
殴
損
の
場
合
と
、
営
業
手
段
と

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
三
。
完
）
（
宮
本
）

二
七
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
一
八

は
関
係
し
な
い
第
三
者
に
対
す
る
加
害
の
場
合
に
分
け
ら
れ
る
が
、
判
例
は
い
ず
れ
の
場
合
に
も
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
法
理
の
適
用
を

認
め
る
。
こ
の
際
、
八
六
年
判
決
お
よ
び
八
九
年
判
決
は
そ
の
理
由
付
け
と
し
て
「
損
害
移
転
」
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
損
害
移
転
が
こ
こ
で
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
り
、
学
説
で
は
こ
の
点
に
対
す
る
批
判
が
強
い
。

ま
た
、
第
三
者
に
対
す
る
加
害
の
類
型
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
本
来
的
な
適
用
領
域
に
属
す
る
。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る

使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
が
こ
れ
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
は
す
で
に
言
及
し
た
（
第
二
章
四
参
照
）
。

右
の
判
例
は
い
ず
れ
も
通
説
と
同
様
に
こ
れ
を
否
定
し
て
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
成
立
を
認
め
る
。
そ
う
す
る
と
、
両
者
の
責
任
の
関

係
、
と
り
わ
け
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
に
関
し
て
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
が
さ
ら
に
問
題
と
な
る
。
右
の
九

七
年
判
決
は
、
使
用
者
の
自
己
責
任
と
い
う
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
の
定
め
る
要
件
が
存
在
し
な
い
と
き
で
も
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
こ
れ
に

よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
と
す
る
。
類
推
適
用
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
は
自
己
責
任
に
関
す
る
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
の
類
推
適
用
を
否
定
し
た

も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
確
か
に
成
立
要
件
に
関
し
て
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
成
立
し
た
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を

法
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
よ
い
。

こ
の
こ
と
は
同
様
に
労
働
者
被
害
の
類
型
で
も
問
題
と
な
る
。
労
働
者
被
害
の
類
型
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
本
来
的
な
適
用
領
域
に
属
し
な
い
が
、

し
か
し
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
は
使
用
者
と
労
働
者
間
の
特
殊
な
関
係
を
考
慮
し
て
特
別
な
規
定
を
置
い
た
の
だ
か
ら
、
労
働
者
被
害
の
類
型
に
お
い

て
も
同
様
に
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
政
策
的
判
断
を
尊
重
す
べ
き
か
ど
う
か
が
当
然
に
問
題
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
労
働
者
加
害
の
類
型

か
労
働
者
被
害
の
類
型
か
を
問
わ
ず
、
使
用
者
と
労
働
者
の
間
に
お
い
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
類
推
に
よ
る
リ
ス
ク
責
任
に
つ
き
Ｄ

Ｈ
Ｇ
の
規
定
を
考
慮
す
べ
き
か
と
い
う
一
般
的
な
問
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
損
害
移
転
の
問
題
と
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
類
推
適
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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Ⅲ
損
害
移
転
（
の
。
。
且
の
。
の
こ
の
Ｈ
］
四
ｍ
の
同
旨
、
）
す
な
わ
ち
第
一
一
一
者
損
害
賠
償
ｅ
『
葺
印
目
且
の
ロ
の
目
已
ロ
島
Ｃ
ロ
）
は
、
従
来
、
次
の

（
“
）
 

よ
》
っ
な
事
例
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
第
一
に
、
債
務
者
が
危
険
負
担
を
免
れ
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
贈
与
さ
れ
た
目
的
物
が
贈
与
者
の
と
こ
ろ
で
贈
与

者
の
過
失
な
し
に
あ
る
加
害
者
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
場
合
に
は
、
贈
与
者
は
債
務
を
免
れ
（
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
四
七
条
）
、
財
産
的
に
は

贈
与
契
約
が
履
行
さ
れ
た
の
と
同
様
の
地
位
に
立
つ
。
ま
た
、
売
買
契
約
に
お
い
て
、
売
主
が
ま
だ
物
の
所
有
者
で
あ
る
が
、
買
主
が
す

で
に
そ
の
危
険
を
負
担
す
る
場
合
に
お
い
て
、
加
害
者
が
こ
の
物
を
壊
し
た
と
き
も
同
様
で
あ
る
。

第
二
に
、
間
接
代
理
ま
た
は
受
託
者
が
自
己
の
名
で
契
約
を
締
結
し
た
が
、
契
約
相
手
方
の
不
履
行
に
よ
り
損
害
が
本
人
に
生
じ
た
場

第
三
に
は
、
労
働
者
が
加
害
者
に
よ
っ
て
怪
我
を
さ
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
労
務
給
付
が
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
使
用
者
が
Ａ
Ｂ
Ｇ

Ｂ
二
五
四
⑪
条
な
い
し
労
働
協
約
に
よ
り
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
身
体
侵
害
に
伴
う
治
療
費
が
被
害

者
自
身
で
は
な
く
て
、
扶
養
義
務
者
や
社
会
保
険
者
が
こ
れ
を
負
担
す
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
直
接
的
な
被
害
者
（
盲
目
茸
の
｝
ず
貰
臼
の
①
ｍ
・
颪
＆
臼
の
）
に
本
来
的
に
生
ず
べ
き
損
害

が
何
ら
か
の
法
的
原
因
に
基
づ
い
て
第
三
者
す
な
わ
ち
間
接
的
な
被
害
者
（
且
耳
の
］
す
閂
の
『
の
①
の
・
颪
昌
曾
の
）
に
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
損
害
の
移
転
に
よ
っ
て
加
害
者
が
賠
償
義
務
を
免
れ
る
と
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
不
当
で
あ
り
許
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
判
例
・
通

説
は
、
直
接
的
な
被
害
者
が
こ
の
第
三
者
の
損
害
を
自
己
の
損
害
と
し
て
賠
償
請
求
し
、
あ
る
い
は
こ
の
請
求
権
を
第
三
者
に
譲
渡
し
て

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
三
．
完
）
（
宮
本
）

二
九

第
二
に
、

合
で
あ
る
。 二
第
三
者
に
対
す
る
加
害
と
損
害
の
移
転
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判
例
・
通
説
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
請
求
権
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
と
は
別
個
・
独
立
の
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ

の
法
的
な
取
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
規
定
を
類
推
適
用
す
べ
き
か
が
争
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
過
失
相
殺
（
Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条
、

三
条
二
項
・
’
一
一
項
）
お
よ
び
訴
訟
告
知
義
務
（
Ｄ
Ｈ
Ｇ
一
一
一
条
一
項
）
、
強
行
法
規
性
（
Ｄ
Ｈ
Ｇ
五
条
）
、
時
効
期
間
（
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
）
に
つ

い
て
で
あ
る
。
訴
訟
告
知
・
拘
束
効
を
除
い
て
、
こ
れ
ら
は
労
働
者
被
害
の
類
型
に
も
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
。
条
文
の
配
列
に
従
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
損
害
移
転
の
理
論
を
持
ち
出
す
こ
と
に
対
し
て
は
学
説
か
ら
の
厳
し
い
批
判
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
を
考
慮
し
た
か

ら
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
後
の
九
五
年
判
決
（
同
棲
者
の
自
動
車
事
件
）
や
九
七
年
判
決
（
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
事
件
）
で
は
損
害
の
移
転
に
全

く
言
及
し
て
い
な
い
。

を
全
面
的
に
支
持
す
る
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
二
○

第
三
者
が
自
分
で
加
害
者
に
請
求
で
き
る
と
す
る
。

②
判
例
は
第
三
者
に
対
す
る
加
害
の
類
型
を
こ
の
よ
う
な
損
害
移
転
の
事
例
と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
は
八

（
髄
）

六
年
判
決
の
評
釈
に
お
い
て
こ
れ
を
持
ち
出
す
必
要
は
全
く
な
い
と
批
判
し
た
。
Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
妻
の
物
的
損
害
を
念
頭
に
お
い
て
、
こ
の
損

害
は
経
済
的
に
は
労
働
者
が
負
う
が
故
に
、
妻
か
ら
夫
へ
の
損
害
の
移
転
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
に

よ
る
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
の
は
労
働
者
で
あ
っ
て
妻
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
の
負
担
と
い
う
形
で
労

働
者
自
身
に
損
害
が
生
じ
て
い
る
か
ら
、
損
害
蒋
転
の
な
い
通
常
の
事
例
が
存
在
す
る
。
損
害
務
転
の
事
例
は
、
夫
が
妻
に
賠
償
義
務
を

〈
鮎
）

（
師
）

負
わ
な
い
よ
う
な
場
ム
ロ
に
ま
さ
に
問
題
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
や
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
も
こ
の
ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
の
批
判

三
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
類
推
適
用
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Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
、
八
三
年
判
決
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
の
過
失
を
理
由
に
使
用
者
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一

四
条
類
推
に
よ
る
賠
償
義
務
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
労
働
者
が
自
己
の
自
動
車
を
使
用
者
の
活
動
領
域
の
中
で
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
の
際
、
労
働
者
は
そ
の
業
務
の
性
質
に
よ
れ
ば
自
己
の
所
有
物
の
殼
損
と
い
う
恒
常
的
な
危
険
〈
の
戯
己
碕
の
○
の
｛
：
『
）
に

さ
ら
さ
れ
る
が
故
に
、
使
用
者
が
労
働
者
の
事
故
損
害
に
関
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
場
合
に
は
、
使
用
者
の
供
し
た
営
業
車
の
段
損
に
適

用
さ
れ
る
と
同
一
の
原
則
に
よ
り
、
使
用
者
は
労
働
者
を
免
責
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条
で
挙
げ
ら
れ
た
基
準
に

よ
る
使
用
者
の
賠
償
義
務
の
減
額
を
認
め
た
。

〈
鍋
）

こ
れ
は
労
働
者
の
自
動
車
が
営
業
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
が
、
営
業
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
第
三
者
の
自
動
車
の
殴

損
だ
け
で
な
く
（
九
五
年
判
決
）
、
こ
れ
と
関
係
し
な
い
第
三
者
の
損
害
の
事
例
で
も
同
様
で
あ
る
（
八
九
年
判
決
・
九
七
年
判
決
）
。

こ
の
よ
う
に
Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条
の
基
準
を
用
い
て
過
失
相
殺
す
る
こ
と
は
確
固
と
し
た
判
例
法
理
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
の
中

に
は
、
労
働
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
に
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
否
定
す
る
見
解
が
あ
る
。
た

（
的
）

と
←
え
ば
、
ト
ー
マ
ン
ド
ル
に
よ
れ
ば
、
受
任
者
に
よ
る
有
責
な
損
害
惹
起
の
場
合
を
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
も
一
○
一
五
条
も
明
示
的
に

規
定
し
て
い
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
立
法
史
や
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
議
事
録
か
ら
は
、
両
条
と
も
受
任
者
に
賠
償
請
求
権
を
認
め
る
つ
も
り
で

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
労
働
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
に
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
適
用
の
た
め
の
基
礎
を
欠
く

⑪
過
失
相
殺
損
》

取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
か
。

と
い
》
っ
。

こ
れ
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

Ⅲ
過
失
相
殺
損
害
の
発
生
に
つ
き
労
働
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
に
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
類
推
に
よ
る
請
求
権
は
ど
の
よ
う
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
（
二
。
完
）
（
宮
本
）

￣ 

￣ 

￣ 

￣ 

Hosei University Repository



Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
九
七
年
三
月
一
一
六
日
（
□
幻
ロ
シ
ー
①
罠
選
）
は
こ
れ
を
肯
定
し
た
原
審
を
支
持
し
、
補
充
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す

な
わ
ち
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
過
失
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条
の
基
準
よ
り
評
価
さ
れ
て
、
使
用

者
の
賠
償
義
務
の
範
囲
が
判
断
さ
れ
る
。
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条
の
補
充
的
規
定
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
の
賠
償
義
務
を
検
討
す
る

際
に
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
を
考
慮
す
る
こ
と
に
何
も
反
対
し
な
い
。
そ
れ
故
、
前
訴
の
拘
束
効
〈
囚
且
目
的
の
三
鳥
目
頤
：
⑪
『
・
『
で
『
。
Ｎ
の
⑫
砂
の
の
）

が
問
題
と
な
る
。

②
訴
訟
告
知
義
務
Ｄ
Ｈ
Ｇ
一
一
一
条
は
被
害
者
た
る
第
三
者
か
ら
賠
償
請
求
さ
れ
た
労
働
者
の
訴
訟
告
知
義
務
（
の
【
国
耳
⑦
鳥
冒
‐

Ｓ
ｍ
目
鴨
已
［
〕
ロ
頁
）
を
規
定
す
る
が
、
こ
の
規
定
を
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
労
働
者
の
請
求
権
に
関
し
て
も
適
用
し
う
る
か

別
し
た
点
で
評
価
で
き
る
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一一一一一
（
わ
）

（
刊
）

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
否
定
説
は
ご
く
少
数
で
あ
っ
て
、
圧
倒
的
な
学
説
は
判
例
を
支
持
す
る
。
労
働
者
の
過
失
は
使
用
者
の
責
任
の

減
額
事
由
に
と
ど
ま
り
、
リ
ス
ク
責
任
の
成
立
自
体
の
否
定
に
導
く
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
責
任
減
額
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
基
準
に
従

（
花
）

雲
つ
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
は
、
労
働
者
被
害
の
類
型
に
お
い
て
労
働
者
の
過
失
を
Ｄ
Ｈ
Ｇ
と
異
な
っ
て
評
価
す
る
こ
と

は
首
尾
一
貫
し
な
い
と
い
う
。
Ｄ
Ｈ
Ｇ
は
労
働
者
加
害
の
類
型
に
つ
き
使
用
者
の
営
業
リ
ス
ク
（
団
の
日
呂
の
『
回
丙
。
）
と
の
関
連
に
お
け

る
労
働
者
の
過
失
の
評
価
を
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
は
労
働
者
被
害
の
類
型
の
み
を
論
じ
て
い
る
が
、
使
用
者

の
リ
ス
ク
責
任
を
第
三
者
へ
の
加
害
の
類
型
で
も
認
め
る
と
き
は
、
同
様
の
こ
と
が
妥
当
し
よ
う
。

（
だ
）

ク
ラ
ィ
ン
も
同
様
に
労
働
者
の
過
失
を
責
任
減
額
事
由
と
し
て
位
置
づ
け
る
が
、
そ
の
適
用
条
文
を
一
三
○
四
条
（
過
失
相
殺
）
に
求

め
る
。
そ
の
上
で
、
具
体
的
な
減
額
に
つ
い
て
は
、
過
失
責
任
の
領
域
と
は
異
な
り
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
と
労
働
者
の
過
失
が
相
対

し
て
い
る
場
合
に
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
に
よ
る
評
価
と
並
行
し
て
な
す
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
過
失
相
殺
の
根
拠
条
文
と
減
額
基
準
を
明
確
に
区
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（
洞
）

訴
訟
告
知
義
務
お
よ
び
前
訴
の
拘
束
効
に
つ
い
て
は
、
学
説
で
必
も
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
の
が
通
説
と
い
え
る
。

③
強
行
法
規
性
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
片
面
的
強
行
法
規
性
を
有
す
る
か
。
こ
れ
に
関
す
る
判
例
は
ま
だ
存
在
し
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
学
説
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
が
本
来
的
に
任
意
法
規
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
類
推
適
用
の
領
域
に
お
い
て
も
同
様
に
任
意

法
規
性
を
認
め
る
の
が
通
説
的
な
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
五
条
を
類
推
適
用
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。

③
前
者
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
の
見
解
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
任
意
規
定
性
か

ら
出
発
し
て
、
こ
れ
の
免
責
合
意
に
関
し
て
は
、
ま
ず
第
一
次
的
な
問
題
は
免
責
合
意
の
存
在
の
有
無
と
そ
の
射
程
範
囲
で
あ
り
、
そ
の

（
市
）

後
、
第
二
次
的
に
そ
の
免
責
合
意
の
許
容
性
・
法
的
な
有
効
性
が
問
題
に
な
る
と
す
る
。

明
示
的
な
免
責
の
合
意
が
あ
れ
ば
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
、
契
約
の
解
釈
に
よ
っ
て
免
責
合
意
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
契
約
上
定
め
ら
れ
た
金
銭
給
付
ま
た
は
高
額
な
報
酬
支
払
い
が
リ
ス
ク
責
任
を
排
除
す
る
目
的
で
な
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
が

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
（
二
．
完
）
（
宮
本
）

’一一一一一

の
問
題
は
民
事
訴
訟
法
の
規
定
だ
け
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
に
お
い
て
、
前
訴
の
拘
束
効
が
認
め
ら
れ
る
の
は
前
訴
の
中
で
使
用
者
が
聴
取
の
可
能
性
を
有
し
て
い
た
か
ま
た
は
有
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
本
件
事
案
で
は
、
使
用
者
は
前
訴
に
お
い
て
共
同
被
告
で
あ
っ
た
か
ら
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
に
よ
る
個
別
の

訴
訟
告
知
を
す
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
。
ま
た
、
一
審
判
決
で
使
用
者
に
対
す
る
訴
訟
が
棄
却
さ
れ
た
た
め
に
、
上
訴
手
続
き
に
参
加

し
な
か
っ
た
か
ら
、
再
訴
は
禁
止
さ
れ
、
上
訴
審
で
の
新
し
い
主
張
も
許
さ
れ
な
い
。
上
訴
審
に
お
い
て
補
助
参
加
人
（
ｚ
の
ワ
の
日
日
の
『
‐

『
の
己
①
具
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
七
条
）
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
は
使
用
者
の
自
由
で
あ
り
、
そ
こ
で
補
助
参
加
人
と
し
て
の
訴
訟
行
為
を
通
し
て

自
己
の
見
解
を
主
張
す
る
こ
と
を
原
告
で
あ
る
労
働
者
は
妨
害
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
前
訴
の
拘
束
効
は
使
用
者
に
も
及

ぶ
と
し
た
。
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一
二
四

そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
目
的
は
労
働
者
に
と
っ
て
誤
解
の
余
地
の
な
い
ほ
ど
明
確
に
現
れ
、
少
な
く
と
も
契
約
締
諏
結
の

同
意
を
通
し
て
彼
に
よ
っ
て
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
使
用
者
の
単
な
る
内
心
の
意
思
や
契
約
締
結
後
の
目
的

設
定
は
法
的
に
は
全
く
重
要
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
契
約
解
釈
に
よ
る
免
責
は
特
に
日
当
（
曰
囚
頤
の
硯
の
区
の
［
ロ
）
や
手
当
ｅ
辱
の
ご
）
、
走
行
距
離
手
当
（
国
］
・
日
の
｛
の
『
ぬ
の
一
・
の
『
。
）

の
場
合
に
問
題
と
な
る
。
ど
の
よ
う
な
財
産
的
負
担
（
費
用
や
損
害
）
が
こ
れ
に
よ
っ
て
弁
済
（
レ
ウ
、
の
一
目
長
）
さ
れ
て
い
る
か
と
い

う
免
責
の
射
程
範
囲
に
関
し
て
は
具
体
的
な
契
約
と
の
関
連
で
の
み
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
取
引
上
通
常
の
意
味
か
ら
す

る
と
、
一
般
的
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
日
当
や
手
当
は
あ
る
任
務
の
履
行
中
に
必
要
と
な
っ
た
、
通
常
の
個
人
的
な

（
家
で
の
）
生
活
費
用
を
超
え
る
費
用
に
対
す
る
弁
済
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
費
用
償
還
請
求
権
は
排
除
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
自
動
車

の
損
害
に
は
及
ば
な
い
。
走
行
距
離
手
当
の
場
合
に
は
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
と
同
様
に
、
｜
般
的
に
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
経
常
的
に
生
ず
る
費
用

（
自
動
車
の
消
耗
を
含
む
）
の
み
を
弁
済
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
事
故
に
伴
う
物
的
損
害
の
リ
ス
ク
を
含
ま
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
自

動
車
２
稼
働
や
維
持
と
結
び
つ
く
す
べ
て
の
費
用
や
支
出
に
対
す
る
弁
済
を
意
識
的
に
意
欲
し
た
契
約
条
項
の
場
合
に
は
、
リ
ス
ク
責
任

も
排
除
さ
れ
る
。
修
理
費
用
す
な
わ
ち
自
動
車
の
事
故
に
伴
う
物
的
損
害
は
自
動
車
の
維
持
費
用
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
免
責
合
意
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
常
に
そ
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
許
容
性
の
範
囲

は
公
序
良
俗
違
反
性
（
八
七
九
条
一
項
）
に
よ
っ
て
そ
の
限
界
が
画
さ
れ
る
。
集
団
的
契
約
上
の
報
酬
額
が
高
い
た
め
に
追
加
的
な
リ
ス

ク
負
担
が
労
働
者
に
期
待
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
免
責
合
意
は
公
序
良
俗
違
反
と
は
な
ら
な
い
。
追
加
的
な
リ
ス
ク
負
担
に
よ
っ
て
労

働
者
が
普
段
の
生
活
を
保
持
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
様
に
、
労
働
者
の
リ
ス
ク
の
増
大
が
相
応
に
弁
済
さ
れ
る
場
合
に
は
、

免
責
合
意
は
有
効
で
あ
る
。
こ
の
要
件
の
下
で
、
一
○
一
四
条
の
任
意
法
規
性
は
完
全
な
効
果
を
発
揮
す
る
と
い
う
。
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（
汚
）

ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
も
同
様
に
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
任
意
法
規
性
か
ら
出
発
し
、
個
々
の
事
例
に
お
い
て
は
公
序
良
俗
違
反
が
問
題
と

な
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
労
働
者
の
労
務
に
伴
う
事
故
損
害
の
リ
ス
ク
と
労
務
の
履
行
に
際
し
て
使
用
者
や
第
三
者
を
加
害
す
る
と
い
う

労
働
者
の
リ
ス
ク
は
類
型
的
に
異
な
る
と
と
も
に
利
益
状
態
も
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
Ｄ
Ｈ
Ｇ
五
条
の
類
推
適
用
に
反
対
す
る
。

し
か
し
、
労
働
者
が
契
約
上
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
例
外
的
に

Ｄ
Ｈ
Ｇ
五
条
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
。
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
強
行
法
的
な
責
任
秩
序
は
労
働
者
が
労
務
の
履
行
と
結
び
つ
い
た
リ

ス
ク
を
回
避
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
こ
で
も
同
様
の
こ
と
が
妥
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
万
）

⑥
こ
れ
に
対
し
て
、
ヤ
ポ
ル
、
ネ
ッ
ク
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
五
条
の
類
推
を
肯
定
し
て
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
強
行
法
規
性
を
認
め
る
。
使
用

者
の
物
の
設
損
に
関
し
て
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
責
任
軽
減
を
排
除
し
あ
る
い
は
無
過
失
責
任
を
労
働
者
に
課
す
と
い
う
合
意
は
許
さ
れ
な
い
が

（
Ｄ
Ｈ
Ｇ
五
条
）
、
営
業
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
労
働
者
の
物
の
穀
損
に
関
し
て
は
す
べ
て
の
損
害
を
労
働
者
に
課
す
合
意
が
許
さ
れ
る
と

す
れ
ば
、
こ
れ
は
耐
え
難
い
評
価
矛
盾
で
あ
る
し
、
必
然
的
に
使
用
者
が
労
働
者
に
自
己
の
物
の
使
用
を
迫
る
と
い
う
事
態
に
導
く
で
あ

ろ
う
。
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
七
九
条
一
項
の
公
序
良
俗
違
反
に
よ
り
こ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
際
に
Ｄ
Ｈ
Ｇ
に
よ
る

リ
ス
ク
負
担
の
強
行
法
規
性
を
考
慮
し
な
い
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
五
条
を
類
推
す
る
こ
と
が

評
価
的
に
正
当
で
あ
り
事
態
に
適
合
す
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
は
強
行
法
規
性
を
承
認
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
契
約
に
よ
る
労
働
者
へ
の
リ
ス
ク
移
転
を
全
面
的
に
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
。
労
働
者
に
と
っ
て
不
利
で
な
け
れ
ば
リ
ス
ク
を
労
働
者
に
移
転
す
る
契
約
も
有
効
で
あ
る
（
有
利
性
の
検
査
・

の
目
昌
鴇
の
冒
己
己
百
口
、
）
。
た
と
え
ば
、
営
業
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
労
働
者
の
物
に
関
し
て
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
相
当
な
追
加

（
犯
）

的
報
酬
の
支
払
い
に
よ
っ
て
排
除
す
る
よ
う
な
場
ム
ロ
が
そ
う
で
あ
る
。

ォ
１
ス
ト
リ
ァ
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
三
．
完
）
（
宮
本
）

一
二
五
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一
ハ

Ⅲ
時
効
期
間
③
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
は
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
に
類
推
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
。
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
は
こ
れ
を
肯
定

（
ね
）

す
る
。
Ｄ
Ｈ
Ｇ
は
経
済
的
な
非
独
立
者
の
責
任
に
関
す
る
原
則
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
労
働
生
活
に
お
い
て
は
請
求
権
の
存
否
を
迅

速
に
確
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
の
立
法
趣
旨
は
ま
さ
に
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
に
基
づ
く
請
求
権
に
も
妥
当
す
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
に
は
、
そ
も
そ
も
基
本
的
な
評
価
矛
盾
（
三
『
の
『
自
己
鴨
三
已
閂
印
己
日
：
）
が
存
在
す
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
と
労
働
者
問
の
軽
過
失
に
基
づ
く
賠
償
請
求
権
は
六
ヶ
月
の
消
滅
時
効
に
服
す
る
。
一
九
八

三
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
責
任
軽
減
は
重
過
失
の
場
合
に
も
拡
張
さ
れ
た
が
、
こ
の
際
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
は
そ
の
ま
ま
手
を
付

け
ず
に
維
持
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
軽
過
失
の
と
き
は
六
ヶ
月
、
重
過
失
の
と
き
は
こ
れ
よ
り
も
長
い
時
効
期
間
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
こ
と
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条
に
よ
る
使
用
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
（
の
。
目
・
の
ロ
⑫
①
『
⑪
口
薗
目
の
ご
『
２
コ
）
お
よ
び
Ｄ
Ｈ
Ｇ
四
条
に
よ
る

使
用
者
の
償
還
請
求
権
（
幻
の
、
『
①
國
目
：
２
８
）
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
ｌ
ｌ
一
条
に
よ
る
労
働
者
の
補
償
藷
請
求
権

（
し
口
の
的
］
の
』
Ｃ
ｇ
目
⑩
己
［
巨
呂
）
に
つ
い
て
は
、
重
過
失
者
の
ほ
う
が
軽
過
失
者
よ
り
も
長
い
権
利
行
使
期
間
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
奇
妙

な
結
果
を
招
来
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
労
働
者
重
過
失
の
場
合
の
Ｄ
Ｈ
Ｇ
一
一
一
条
に
よ
る
労
働
者
の
補
償
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
三
○
年
の
一
般
時
効
（
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一

四
七
九
条
）
で
は
な
く
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
八
六
条
の
三
年
の
時
忍
効
期
間
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
回
避
す
べ
き
だ
と
す
る
。

同
条
は
日
常
生
活
の
債
権
（
句
Ｃ
ａ
①
日
属
。
①
の
畝
、
一
一
◎
す
の
。
田
の
ウ
の
己
切
）
に
つ
い
て
規
定
す
る
が
、
労
働
関
係
に
基
づ
く
金
銭
債
権
は
原

則
的
に
は
「
日
常
生
活
の
取
引
に
よ
る
債
権
（
句
Ｃ
ａ
の
日
□
ぬ
の
口
冒
の
○
①
の
・
颪
｛
耳
の
。
□
の
の
＆
ぬ
］
】
９
の
已
田
の
す
の
ゴ
印
）
」
に
該
当
す
る
も
の

と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
に
よ
る
労
働
者
の
補
償
請
求
権
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
第
三
者
へ
の
損
害
賠
償
の
給
付
に

よ
っ
て
、
労
働
者
は
労
務
遂
行
と
関
連
す
る
費
用
を
支
出
し
た
の
だ
か
ら
、
損
害
賠
償
給
付
は
同
条
五
号
の
「
経
費
（
シ
巨
農
、
目
）
」
に
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該
当
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
言
う
よ
う
に
三
年
の
時
効
期
間
を
適
用
し
て
も
、
こ

れ
に
よ
っ
て
上
記
の
評
価
矛
盾
が
全
面
的
に
除
去
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
は
法
改
正
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と

（
帥
）

主
張
す
る
が
、
こ
の
背
景
に
は
こ
の
点
の
認
識
が
存
在
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
は
、
さ
ら
に
、
労
働
者
重
過
失
の
場
合
に
お
け
る
使
用
者
の
Ｄ
Ｈ
Ｇ
に
基
づ
く
請
求
権
の
時
効
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
こ
こ
で
も
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
の
六
ヶ
月
の
時
効
期
間
は
適
用
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条
に
よ
る
使
用
者

の
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
し
て
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
八
九
条
の
三
年
の
時
効
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
四

条
に
よ
る
使
用
者
の
似
通
請
求
権
を
み
る
と
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
に
よ
る
労
働
者
の
補
償
請
求
権
と
異
な
る
時
効
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
正

当
で
は
な
い
。
誰
が
第
三
者
に
対
し
て
賠
償
給
付
し
た
か
に
よ
っ
て
区
別
す
る
こ
と
に
客
観
的
な
理
由
は
な
い
と
と
も
に
、
労
働
者
よ
り

も
使
用
者
を
有
利
に
扱
う
こ
と
は
労
働
契
約
法
の
基
本
的
評
価
に
反
す
る
。
従
っ
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
八
六
条
五
号
の
類
推
適
用
に
よ
り

三
年
の
時
効
期
間
に
服
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
同
条
同
号
の
直
接
的
な
適
用
で
な
い
の
は
、
こ
こ
で
は
労
働
者
で
は
な
く
て
使
用
者

に
よ
る
経
費
の
支
出
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
リ
ス
ク
責
任
に
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
を
類
推
す
る
場
合
に
も
、
同
条
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
な
い
場
合
の
時

効
期
間
が
問
題
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
労
働
者
に
共
同
過
失
が
な
い
場
合
お
よ
び
重
過
失
の
場
合
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
Ｄ
Ｈ

Ｇ
ｌ
ｌ
一
条
に
よ
る
労
働
者
の
補
償
請
求
権
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
八
六
条
五
号
の
三
年
の
時
効
期
間
に
服
す
べ
き
で
あ
る
。

た
だ
し
、
五
号
の
経
費
（
シ
口
⑪
一
四
ｍ
目
）
の
概
念
は
費
用
（
シ
巨
『
亀
：
Ｑ
）
よ
り
も
財
産
的
価
値
の
意
識
的
な
投
入
の
観
点
を
も
っ
と
強
く

全
面
に
出
し
て
い
る
か
ら
、
損
害
（
の
：
且
の
ロ
）
を
こ
れ
と
同
一
に
置
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
四
八
六
条
五
号
の
適
用
で
は
な
く
て
、
こ
れ
の
類
推
適
用
に
よ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
賢
任
論
の
展
開
（
二
。
完
）
（
宮
本
）

一
二
七
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（
魂
）

こ
れ
に
対
し
て
、
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
は
損
害
賠
償
請
求
権
の
観
点
を
強
調
す
る
。
本
来
的
な
委
任
法
の
領
域
で
は
、
リ
ス
ク
責
任
に
基

づ
く
請
求
権
は
一
般
的
な
三
○
年
の
時
効
に
服
す
る
が
、
雇
用
契
約
の
領
域
で
は
、
無
過
失
責
任
で
あ
る
と
し
て
も
損
害
賠
償
請
求
権
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
法
の
欠
映
は
存
在
せ
ず
、
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
す
る
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
四
八
九
条
の
時
効
規
定
（
第
一
文

の
三
年
の
時
効
）
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
。

⑪
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
八
九
年
九
月
一
三
日
（
」
囚
」
ｇ
Ｐ
Ｐ
ｇ
）
は
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
見
解
を
援
用
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四

条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
に
基
づ
く
労
働
者
の
請
求
権
に
関
し
て
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
八
六
条
五
号
を
類
推
し
て
三
年
の
時
効

期
間
に
服
す
る
と
判
示
し
た
。
立
法
者
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
八
六
条
五
号
の
と
こ
ろ
で
は
こ
の
よ
う
な
請
求
権
を
恐
ら
く
考
え
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
の
目
的
的
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、
立
法
者
は
労
働
関
係
に
基
づ
く
金
銭
債
権
を
原
則
的
に
は
日
常
生
活
の
債
権
と

し
て
短
期
の
三
年
の
時
効
期
間
に
服
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。
従
っ
て
、
時
効
に
関
し
て
は
、
こ
の
請
求
権
は
労
働
者

の
経
費
償
還
債
権
と
類
似
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
判
示
し
た
。

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
は
、
労
働
者
の
過
失
は
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
重
過
失
で
あ
る
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
だ
す
る
と
、

Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
（
六
ヶ
月
の
短
期
時
効
）
の
類
推
の
有
無
が
問
題
と
な
る
が
、
本
判
決
は
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
見
解
を
援
用
す
る
に
も

拘
わ
ら
ず
こ
れ
に
言
及
し
て
い
な
い
。

回
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
九
五
年
一
一
月
八
日
（
。
】
ｐ
ご
冨
函
ｇ
）
で
は
、
軽
過
失
が
認
定
さ
れ
た
事
例
に
お
い
て
、
便

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
二
八

〈
肌
）

ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
は
、
類
推
の
基
礎
が
欠
け
て
い
る
と
し
て
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
の
類
推
適
用
を
否
定
す
る
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四

条
類
推
に
よ
る
労
働
者
の
請
求
権
は
契
約
上
の
請
求
権
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
八
六
条
五
号
に
服
す

》
Ｃ
Ｌ
）
い
》
っ
。

Hosei University Repository



Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
軽
過
失
の
場
合
に
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
を
類
推
適
用
す
べ
き
だ
と
す
る
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
見
解
を
こ
の
限
度
で
拒
否
し
た
。

そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
な
点
に
あ
る
。
過
失
相
殺
に
関
し
て
Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条
の
基
準
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
の
類
推
適
用
が
必

然
的
な
効
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
に
よ
る
労
働
者
の
請
求
権
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
の
損
害

賠
償
請
求
権
や
償
還
請
求
権
と
は
異
な
る
。
重
過
失
と
軽
過
失
の
場
合
の
時
効
期
間
に
関
す
る
評
価
矛
盾
も
存
在
し
な
い
。
立
法
者
は
重

過
失
に
よ
る
賠
償
請
求
権
が
六
ヶ
月
で
消
滅
し
な
い
こ
と
が
事
態
に
適
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
立
法
者
が
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
の
と

こ
ろ
で
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
に
よ
る
請
求
権
を
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
理
由
と
し
て
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
Ｄ
Ｈ

Ｇ
六
条
の
類
推
適
用
を
否
定
し
た
。

そ
の
後
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
九
七
年
一
一
一
月
二
六
日
ｅ
臣
シ
］
①
民
望
）
も
こ
の
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
八
六
条
五
号
類
推
適
用
論
を
支
持
し
た
。

用
者
の
リ
ス
ク
責
任
に
基
づ
く
労
働
者
の
請
求
権
は
契
約
上
の
請
求
権
で
あ
り
、
労
働
関
係
に
基
づ
く
金
銭
請
求
権
と
し
て
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’

四
八
六
条
五
号
（
三
年
の
時
効
）
を
類
推
適
用
す
べ
き
だ
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
労
働
者
の
軽
過
失
ま
た
は
重
過
失
と
は
無
関
係
に

Ⅲ
第
三
者
に
対
す
る
加
害
の
事
例
と
関
連
し
て
、
労
働
者
が
第
三
者
の
提
起
し
た
訴
訟
で
敗
訴
し
訴
訟
費
用
の
負
担
を
命
じ
ら
れ
た

場
合
に
、
こ
れ
を
使
用
者
に
請
求
し
う
る
か
。
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
の
要
件
を
満
た
す
と
き
は
、
不
可
欠
な
訴
訟
費
用
を
含
め
て
使
用
者
に
償
還

請
求
し
う
る
こ
と
は
明
文
上
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
使
用
者
が
第
三
者
に
対
す
る
賠
償
義
務
を
直
接
的
に
負
わ
な
い
と
き

な
ど
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
適
用
に
基
づ
い
て
賠
償
請
求
し
う
る
か
が
問
題
と

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
資
任
論
の
展
開
三
．
完
）
（
宮
本
）

一
二
九

四
八
六
条
五
号
（
一
一
定

そ
う
で
あ
る
と
い
う
。

四
労
働
者
の
訴
訟
費
用
・
弁
護
士
費
用
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
三
○

な
る
。
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
弁
護
士
費
用
の
賠
償
請
求
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
労
働
者
自
身
に
生
じ
た
損
害
の

｛
別
）

類
型
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
で
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。

〈
別
）

②
学
説
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
、
ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
一
一
者
損
害
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
費
用
（
勺
円
・
‐

国
の
房
。
、
（
の
ロ
）
に
関
し
て
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
の
特
別
な
要
件
を
回
避
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。
従
っ
て
、
同
条
の
類
推
に
よ
る
請
求
権
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
に
よ
る
償
還
請
求
権
が
成
立
し
な
い
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、
労
働
者
が
第
三
者
か
ら
裁
判
上
請
求
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
実
際
に
賠
償
を
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
（
使
用
者
が
労

働
者
よ
り
先
に
弁
済
し
た
場
合
）
で
あ
る
。
立
法
者
は
こ
の
よ
う
な
事
例
を
忘
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
欠
鋏
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ

〈
開
）

一
○
一
四
条
類
推
に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
刑
事
事
件
に
お
け
る
弁
護
士
費
用
に
つ
い
て
は
、
有
罪
判
決
の
場
ム
ロ
に
は
、
こ

れ
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
単
な
る
行
政
罰
（
ぐ
の
『
言
四
一
自
己
、
⑭
⑪
｛
国
［
の
ロ
）
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
に
せ

よ
労
働
者
の
個
人
的
な
非
難
可
能
性
が
存
在
し
な
い
と
き
は
、
使
用
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
故
意
に
行
政
刑
法
に
違
反
す
る
場

合
で
さ
え
、
使
用
者
が
こ
れ
を
指
図
し
た
と
き
は
、
使
用
者
は
賠
償
義
務
を
負
う
と
い
う
。

（
肺
）

ま
た
、
マ
ャ
ー
・
マ
リ
ー
は
、
罰
金
を
賠
償
す
る
と
い
う
約
束
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
判
例

を
参
照
し
て
、
犯
罪
を
行
う
前
に
な
さ
れ
た
約
束
は
公
序
良
俗
に
違
反
し
て
無
効
で
あ
る
が
、
犯
罪
後
に
な
さ
れ
た
約
束
は
有
効
だ
と
す

る
。
同
様
に
、
訴
訟
費
用
の
賠
償
に
関
す
る
約
束
も
許
さ
れ
る
。
第
三
者
に
対
す
る
訴
訟
に
関
す
る
訴
訟
費
用
や
防
衛
費
用
は
、
こ
の
よ

う
な
約
束
が
な
く
と
も
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
に
よ
り
賠
償
請
求
し
う
る
と
す
る
。

③
こ
れ
に
関
連
す
る
判
例
と
し
て
は
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
九
六
年
七
月
二
四
日
判
決
〈
。
］
ロ
」
①
臼
・
圏
）
が
あ
る
。
事
案
は
、
使
用
者
が

あ
る
ガ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
借
り
て
営
業
を
し
て
い
た
が
、
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
の
過
失
に
よ
り
火
災
が
発
生
。
建
物
所
有
者
に
賠
償
し
た
保
跨
芸
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社
が
、
保
険
代
位
に
基
づ
き
使
用
者
お
よ
び
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
に
対
し
て
賠
償
請
求
し
、
裁
判
所
は
両
者
に
連
帯
し
て
賠
償
す
べ
き
こ
と
を

命
じ
た
。
ま
た
、
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
は
刑
事
責
任
も
追
及
さ
れ
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
は
こ
れ
ら
の
訴
訟
費
用
お
よ
び
弁

護
士
費
用
を
使
用
者
に
請
求
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
訴
訟
費
用
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
使
用
者
が
労
働
者
に
被
害
者
た
る
第
三
者
に
対
す
る
訴
訟
の
遂
行
を
要
請
す
る
か
、
ま
た
は
使

用
者
が
第
三
者
に
損
害
賠
償
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
二
項
の
範
囲
内
で
の
労
働
者
の
償
還
か
ら
そ
の
基
礎
を
奪
う
場
合
に
は
、

Ｄ
Ｈ
Ｇ
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
な
い
労
働
者
の
い
わ
ゆ
る
自
己
損
害
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
自
己
損
害
に
関
し
て
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○

’
四
条
を
類
推
し
て
、
使
用
者
の
配
慮
義
務
と
い
う
特
別
な
要
件
の
下
で
、
使
用
者
の
負
う
べ
き
リ
ス
ク
責
任
の
範
囲
内
で
、
使
用
者
は

こ
れ
を
賠
償
す
べ
き
義
務
を
負
う
。

ま
た
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
弁
護
士
費
用
（
く
の
『
（
の
目
的
の
『
丙
・
の
〔
目
）
に
つ
い
て
も
、
こ
の
費
用
の
賠
償
を
使
用
者
に
求
め
る
こ
と
が

一
般
的
に
否
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
労
働
者
の
有
罪
判
決
は
確
か
に
彼
の
加
罰
的
な
行
為
に
帰
せ
ら
れ
る
が
、
け
れ
ど
も
刑
事
判
決
の

拘
束
効
と
の
関
連
で
弁
護
士
を
用
い
る
べ
き
だ
と
の
使
用
者
の
あ
り
得
る
指
図
や
労
働
相
当
性
を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
事
情
に
帰
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
は
使
用
者
に
こ
れ
の
賠
償
を
請
求
し
う
る
。
そ
の
際
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条
を

類
推
し
て
労
働
者
の
過
失
の
程
度
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る
と
判
示
し
た
。

Ⅲ
第
三
者
に
対
す
る
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
こ
れ
の
賠
償
を
請
求
し
う
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
’
四
条
類
推
に
よ
る
責
任
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
と
は
別
個
独
立
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
訴
訟
費
用
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
の
要
件
を
満
た
す
と
き
は
、
単
に
そ
の
実
益
が
存
在
し

な
い
に
過
ぎ
な
い
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
寅
任
論
の
展
開
（
二
。
完
）
（
宮
本
）

一

三
一
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裁
判
所
は
、
業
務
執
行
者
に
課
さ
れ
た
罰
金
刑
（
○
の
一
号
（
国
［
の
）
や
有
罪
判
決
が
出
さ
れ
た
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
権
利
防
衛
費
用
（
【
・
の
‐

（
の
ロ
ロ
の
『
幻
の
。
三
の
『
の
耳
の
目
碩
目
、
）
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
の
意
味
で
の
費
用
（
シ
ロ
［
三
目
ｅ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
無
罪
判
決
で

終
わ
っ
た
刑
事
訴
追
や
業
務
執
行
者
に
対
す
る
棄
却
さ
れ
た
民
法
上
の
損
害
賠
償
請
求
の
リ
ス
ク
は
、
そ
の
業
務
執
行
が
ｌ
会
社
に
対
し

て
も
ｌ
合
法
的
な
も
の
（
の
旨
の
Ｃ
ａ
口
目
い
⑪
、
の
日
農
の
）
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
個
人
的
な
生
活
領
域
ま
た
は
一
般
的
な
生
活
リ
ス
ク
で

は
な
く
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
に
包
摂
さ
れ
る
特
別
な
リ
ス
ク
で
あ
る
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
と
必
然
的
に
結
び
つ
く
代
理

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一一一一一一

労
働
者
が
罰
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
こ
れ
を
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
類
推
に
よ
り
賠
償
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
刑
罰

と
い
う
害
悪
を
他
の
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
自
身
が
こ
れ
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
賠
償
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
は
、
犯
罪
を
助
長
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
と
も
に
、
犯
罪
前
の
賠
償
合

意
が
無
効
で
あ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
弁
護
士
費
用
は
罰
金
そ
れ
自
体
と
は
異
な
る
。
右
の
判
例
が
掲
げ
る
要
件
の
下
で
は
、
こ
れ
の

賠
償
を
認
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
と
類
似
し
て
、
有
限
会
社
の
業
務
執
行
者
（
の
ヨ
ヮ
四
‐
の
①
の
。
冨
津
⑪
｛
目
【
の
『
）
に
生
じ
た
訴
訟
費
用
が
問
題
と
な
っ
た
事
例

も
あ
る
。
Ｏ
Ｇ
Ｈ
二
○
○
○
年
一
月
二
六
日
判
決
（
］
国
－
９
９
．
認
Ｃ
）
が
そ
う
で
あ
る
。
事
案
は
、
有
限
会
社
の
業
務
執
行
者
で
あ
っ
た

原
告
に
対
し
て
、
計
画
倒
産
（
【
己
：
）
の
嫌
疑
で
の
刑
事
訴
訟
お
よ
び
債
権
者
の
一
人
か
ら
職
務
塀
怠
を
理
由
に
損
害
賠
償
の
訴
え
が

提
起
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
無
罪
判
決
お
よ
び
請
求
棄
却
の
判
決
が
確
定
し
た
。
そ
こ
で
、
店
笙
口
は
こ
れ
に
要
し
た
弁
護
士
費
用
（
『
の
『
‐

（
の
己
一
ｍ
。
『
六
・
⑫
訂
己
）
を
破
産
債
権
と
し
て
届
け
出
た
が
、
破
産
管
財
人
が
こ
れ
を
争
っ
た
の
で
、
こ
れ
の
確
認
を
申
し
立
て
た
と
い
う
も

の
で
．
あ
る
。
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費
用
（
く
①
『
（
『
の
Ｅ
ｐ
ｍ
の
六
・
の
｛
：
）
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
の
リ
ス
ク
責
任
の
原
則
に
よ
っ
て
賠
償
請
求
し
う
る
損
害
（
の
。
颪
９
の
ロ
）
で

有
限
会
社
の
業
務
執
行
者
は
労
働
者
で
は
な
い
。
ま
た
、
有
限
会
社
の
業
務
執
行
者
に
つ
い
て
は
、
合
名
会
社
（
。
【
［
の
目
の
函
四
目
の
一
切
‐

鴇
⑩
の
｝
｝
の
。
富
〔
（
）
の
社
員
に
関
す
る
Ｈ
Ｇ
Ｂ
’
一
○
条
の
よ
う
な
規
定
（
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
’
四
条
と
内
容
的
に
同
一
で
あ
る
）
も
存
在
し

な
い
。
こ
の
よ
う
な
有
限
会
社
と
業
務
執
行
者
の
間
の
関
係
に
お
い
て
、
右
の
判
例
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
を
直
接
的
に
適
用
し
て
、

無
過
失
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
た
。
わ
が
国
の
学
説
が
民
法
六
五
○
条
三
項
の
（
類
推
）
適
用
に
慎
重
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
の
点
で
も
注
目
に
値
し
よ
う
。

（
師
）

あ
る
と
判
一
示
し
た
。

川
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
で
は
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
は
一
九
八
三
年
の
Ｏ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
を
契
機
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｇ
Ｈ
は

委
任
に
関
す
る
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
中
に
「
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
」
と
い
う
一
般
原
則
を
見
い
だ
し
、
同
条
の

雇
用
・
労
働
契
約
へ
の
類
推
適
用
を
正
当
化
し
た
。
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
雇
用
・
労
働
契
約
へ
の
類
推
を
め
ぐ
っ
て
は
、
主
と
し
て

法
の
欠
鋏
の
存
否
、
雇
用
・
労
働
契
約
の
有
償
性
お
よ
び
Ｄ
Ｈ
Ｇ
と
い
う
特
別
法
の
存
在
と
の
関
連
で
疑
念
が
提
起
さ
れ
た
が
、
こ
の
法

理
論
は
現
在
の
判
例
お
よ
び
学
説
に
お
い
て
確
固
た
る
地
位
を
占
め
て
い
る
。

類
型
的
に
は
、
当
初
、
労
働
者
の
所
有
す
る
自
動
車
の
殴
損
と
い
う
労
働
者
の
物
的
損
害
の
事
例
が
問
題
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
当

該
自
動
車
が
第
三
者
の
所
有
で
あ
っ
た
場
合
、
さ
ら
に
労
務
の
た
め
の
使
用
と
は
関
係
し
な
い
第
三
者
の
法
益
を
侵
害
し
た
場
合
な
ど
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
三
・
亮
）
（
宮
本
）

一一一一一一一

む
す
び
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一
三
四

第
三
者
に
対
す
る
加
害
の
類
型
に
つ
い
て
も
肯
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ａ
ｓ
Ｖ
Ｇ
三
一
一
一
一
一
一
条
一
一
一
項
の
改
正
に
伴
っ
て
、
近
時
、
労
働
者
の
人

的
損
填
腎
の
類
型
が
現
実
的
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
た
。
判
例
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
類
推
肯
定
説
に
よ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
否
定
説
へ

と
立
場
を
変
え
た
。
学
説
で
も
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
労
働
者
の
人
的
損
害
に
つ
き
認
め
る
こ

と
に
は
否
定
的
な
見
解
が
優
勢
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
立
法
者
が
手
を
付
け
な
い
ま
ま
に
し
た
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
一
一
一
号

と
の
関
連
で
否
定
す
る
に
過
ぎ
ず
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
が
労
働
者
の
人
的
損
害
に
及
ぶ
こ
と
を

否
定
す
る
の
で
は
な
い
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
労
働
者
被
害
の
類
型
お
よ
び
第
三
者
に
対
す
る
加
害
の
類
型
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
き
た
が
、

使
用
者
に
対
す
る
加
害
の
類
型
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
判
例
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
者
の
損
害
賠
償

義
務
の
負
担
が
問
題
と
な
る
点
で
第
三
者
に
対
す
る
加
害
の
類
型
と
異
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
か
ら
排
除

す
べ
き
理
由
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
は
「
委
任
の
履
行
と
結
び
つ
い
た
損
害
」
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。
同
条
の
類
推
の
場
合
も
、
こ
れ
に
対

応
し
て
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
具
体
的
な
労
務
給
付
と
典
型
的
に
結
び
つ
い
た
労
働
相
当
な
損
害
に
限
ら
れ
る
。
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー

や
フ
ァ
ー
バ
ー
な
ど
は
リ
ス
ク
の
予
見
可
能
性
や
リ
ス
ク
の
判
断
対
象
、
リ
ス
ク
判
断
の
時
点
な
ど
に
分
け
て
、
こ
の
要
件
を
さ
ら
に
具

体
化
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
訴
訟
費
用
に
関
す
る
Ｏ
Ｇ
Ｈ
の
二
○
○
○
年
の
判
決
で
は
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
の
見
解
が
援
用
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
こ
の
視
点
で
の
分
析
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
労
働
者
の
個
人
的
な
生
活
領
域
・
一
般
的
な
生
活
リ
ス
ク
で
は
な
く
て
、
使
用
者
の
活
動
領
域
に
属
す
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
。
こ
れ
が
付
加
的
な
要
件
か
、
そ
れ
と
も
右
の
要
件
の
一
つ
の
具
体
化
に
過
ぎ
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
見
方
が
分
か
れ
る
。
ま
た
、
両
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者
の
領
域
の
判
断
基
準
も
問
題
と
な
る
。
自
動
車
の
殴
損
の
事
例
に
お
い
て
、
判
例
は
自
動
車
な
し
で
は
当
該
仕
事
を
正
常
に
処
理
し
え

な
い
か
ど
う
か
に
よ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
自
由
裁
量
と
受
益
（
ロ
一
の
□
・
昌
一
・
ロ
巨
且
ご
貝
Ｎ
旨
い
）
と
い
う
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
の
基
準
を
採

用
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
労
務
の
遂
行
と
直
接
的
に
関
連
し
な
い
事
例
も
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
に
含
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

近
時
、
訴
訟
費
用
の
償
還
の
事
例
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
労
働
相
当
性
や
一
般
的
な
生
活
リ
ス
ク
に
属
し
な
い
特
別
な
リ
ス
ク
の
要

件
が
用
い
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
も
ち
ろ
ん
自
動
車
な
し
で
当
該
仕
事
を
正
常
に
処
理
し
得
た
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
基
準
が
妥
当
し

な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
労
働
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
債
務
不
履
行
や
不
法
行
為
と
は
異
な
る
別
個
・
独
立
の
請
求
権
で

あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
請
求
権
の
法
的
な
取
扱
い
が
問
題
と
な
る
が
、
過
失
相
殺
や
消
滅
時
効
の
期
間
、
強
行
法
規
性
な
ど
を
中
心
と
し

て
、
そ
の
全
容
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

②
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
は
こ
の
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
い
て
著
し
い
発
展
を
み
た
。
こ
の
よ
う
な
法
状
況
に
鑑
み
る
と
、

わ
が
国
の
リ
ス
ク
責
任
論
は
ま
だ
未
成
熟
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
は
、
リ
ス
ク
責
任
論
に
対
し
て
抱
く
で
あ
ろ
う
い
く

つ
か
の
疑
問
点
を
検
討
し
て
本
稿
の
む
す
び
と
し
た
い
。

ま
ず
第
一
に
、
雇
用
・
労
働
契
約
の
有
償
性
と
の
関
連
で
あ
る
。
六
五
○
条
三
項
が
「
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
」
と

い
う
一
般
原
則
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
雇
用
・
労
働
契
約
は
有
償
で
あ
る
か
ら
、
労
働
者
は
自
己
の
た
め
に
行
為
し
て
お

り
、
他
人
の
た
め
に
行
為
す
る
者
と
は
い
え
ず
、
右
の
一
般
原
則
は
妥
当
し
え
な
い
と
す
る
疑
問
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
「
他
人
の
た

め
に
す
る
行
為
」
と
い
う
の
は
、
当
該
行
為
と
結
び
つ
い
た
す
べ
て
の
利
益
を
「
他
人
」
（
委
任
者
や
使
用
者
な
ど
）
が
享
受
す
る
と
い

う
「
利
益
思
想
（
ご
ｏ
『
国
－
，
日
目
丙
の
）
」
を
表
現
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
行
為
か
ら
生
ず
る
利
益
の
帰
属
関
係
が
そ
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
資
任
論
の
展
開
三
。
完
）
（
宮
本
）

一
三
五

Hosei University Repository



第
二
に
、
六
五
○
条
三
項
の
賠
償
責
任
は
無
過
失
責
任
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
広
く
認
め
る
こ
と
は
使
用
者
に
と
っ
て
酷
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
念
が
生
ず
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
労
働
者
加
害
の
類
型
に
お
い
て
、
使
用
者
の
求
償
権
や
損
害
賠
償

請
求
権
を
制
限
し
て
損
失
の
使
用
者
へ
の
帰
属
を
認
め
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
労
働
者
被
害
の
類
型
に
お
い
て
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
首

尾
一
貫
性
に
欠
け
る
。
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
肯
定
す
る
こ
と
は
そ
こ
で
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
基
本
的
な
価
値
判
断
と
相
反
す

る
も
の
で
は
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
リ
ス
ク
責
任
の
要
件
に
関
し
て
で
あ
ろ
う
。
六
五
○
条
三
項
は
「
委
任
事
務
を
処
理
す
る
た
め
」

受
け
た
損
害
と
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
は
見
解
が
分
か
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
委
任
事
務
を
直
接
的
な
原
因
と
す
る

損
害
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
雇
用
・
労
働
契
約
に
類
推
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
要
件
が
必
要
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、
労
働
相
当
な
損
害
な
い
し
労
務
の
典
型
的
な
危
険
の
現
実
化
と
し
て
の
損
害
が
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
一
部
の
判
例
・
学
説
の
よ
う
に
、
予
見
可
能
な
リ
ス
ク
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
使
用
者
に
と
っ
て
決
し
て
過
酷
と
は
な
ら
な
い
。

使
用
者
は
予
め
こ
の
リ
ス
ク
を
計
算
に
入
れ
て
当
該
行
為
の
中
止
を
命
ず
る
か
、
保
険
を
締
結
す
る
か
、
あ
る
い
は
現
金
で
支
払
う
こ
と

を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
、
委
任
者
の
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
は
特
異
な
規
定
で
あ
り
そ
の
適
用
を
制
限
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一一一一一ハ

核
心
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
に
対
す
る
対
価
（
報
酬
）
が
支
払
わ
れ
る
か
否
か
と
は
関
係
し
な
い
。
「
他
人
の
た
め
に

す
る
行
為
」
と
は
決
し
て
利
他
的
な
行
為
や
無
償
行
為
な
ど
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
理
論
的
根
拠
で
あ
る
「
危
険
設
定
思
想
（
○
の
｛
四
コ
『
の
①
寓
目
、
の
、
巴
：
胃
）
」
す
な
わ
ち
受
任
者
の
活
動
が
委

任
者
の
指
示
な
い
し
意
思
に
由
来
す
る
と
い
う
帰
責
要
素
に
重
点
を
置
い
て
、
「
委
託
し
た
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
考
え

一
わ
れ
て
よ
い
。
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ま
た
、
六
五
○
条
三
項
が
他
の
多
く
の
法
律
関
係
に
準
用
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
民
法
典
の
中
で

は
、
準
委
任
に
準
用
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
（
六
五
六
条
）
、
さ
ら
に
、
組
合
の
業
務
を
執
行
す
る
組
合
員
（
六
七
一
条
）

や
遺
言
執
行
者
（
一
○
二
一
条
）
に
も
準
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
家
事
審
判
法
一
六
条
は
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
財
産
の
管
理
を
す
る
者
に
つ
い
て
六
五
○
条
の
準
用
を
定
め
る
。
具
体
的
に

は
、
不
在
者
の
財
産
管
理
人
（
同
法
九
条
二
号
）
や
第
三
者
が
無
償
で
子
に
与
え
た
財
産
の
管
理
人
（
同
二
号
）
、
遺
産
の
管
理
人

（
同
二
一
一
一
号
．
二
五
号
・
’
一
一
一
号
・
’
一
一
二
号
）
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

商
法
に
お
い
て
も
、
問
屋
と
委
託
者
の
関
係
に
委
任
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
（
商
法
五
五
二
条
二
項
）
、
準
問
屋
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
（
商
法
五
五
八
条
）
。
さ
ら
に
、
会
社
法
（
平
成
一
八
年
五
月
一
日
施
行
）
で
は
、
株
式
会
社
と
役
員
お
よ
び
会
計
監
査
人
と

の
関
係
は
委
任
に
関
す
る
規
定
に
従
う
も
の
と
さ
れ
（
会
社
法
三
三
○
条
）
、
委
員
会
設
置
会
社
の
場
合
に
は
、
委
員
会
設
置
会
社
と
執

行
役
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
会
社
法
四
○
二
条
三
項
）
。
ま
た
、
持
分
会
社
で
は
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
と
持
分
会
社

と
の
関
係
に
つ
い
て
六
五
○
条
が
準
用
さ
れ
る
（
会
社
法
五
九
三
条
四
項
・
五
九
八
条
二
項
）
。
こ
れ
ら
は
旧
法
で
も
同
様
に
規
定
さ
れ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
（
一
一
．
完
）
（
宮
本
）

一
三
七

れ
を
無
償
委
任
に
限
定
し
、
あ
る
い
は
有
償
委
任
に
お
い
て
は
損
害
賠
償
の
範
囲
は
無
償
委
任
の
場
合
よ
り
も
減
縮
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す

る
見
解
の
背
後
に
は
こ
の
よ
う
な
認
識
が
存
在
し
よ
う
。
し
か
し
、
受
任
者
の
受
領
物
引
渡
義
務
（
六
四
六
条
）
や
費
用
償
還
請
求
権

（
六
五
○
条
一
項
）
な
ど
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
委
任
契
約
の
本
質
は
委
任
者
の
計
算
と
危
険
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
点
に
あ
る
。
委

任
者
の
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
も
こ
れ
の
一
つ
の
現
れ
に
他
な
ら
ず
、
一
」
の
意
味
で
は
委
任
契
約
の
本
質
上
当
然
の
規
定
で
あ
る
い
え
よ

う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
本
人
の
計
算
と
危
険
あ
る
い
は
利
益
思
想
が
妥
当
す
る
法
律
関
係
に
こ
れ
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ

て
よ
い
。
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
三
八

て
い
た
（
商
法
旧
六
八
条
・
旧
一
四
七
条
・
旧
一
一
五
四
条
三
項
、
旧
有
限
会
社
法
三
一
一
条
）
。
持
分
会
社
の
清
算
の
場
合
に
は
、
清
算
持

分
会
社
と
清
算
人
と
の
関
係
は
委
任
に
関
す
る
規
定
に
服
し
（
会
社
法
六
五
一
条
）
、
ま
た
、
会
社
の
解
散
命
令
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場

合
に
、
裁
判
所
の
管
理
命
令
で
選
任
さ
れ
た
管
理
人
に
つ
い
て
六
五
○
条
が
準
用
さ
れ
る
（
会
社
法
八
二
五
条
七
項
）
。

中
間
法
人
法
で
も
、
無
限
責
任
中
間
法
人
と
社
員
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
六
五
○
条
が
準
用
さ
れ
る
（
同
法
一
○
二
条
六
項
）
。

寄
託
に
関
す
る
六
六
五
条
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
で
は
い
ず
れ
も
六
六
五
条
三
項
の
準
用
は
排
除
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
同
条

項
も
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
法
文
上
疑
い
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
種
々
の
法
律
関
係
に
お
い
て
六
五
○
条
一
一
一
項
の
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
が
見
い
だ
さ
れ
る
（
さ
ら
に
、
信
託
法
三
六
条
一

項
も
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
責
任
の
広
が
り
を
み
る
と
き
、
現
行
法
に
お
い
て
委
任
者
な
ど
の
リ
ス
ク
責
任
を
異
端
児
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
到
底
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
責
任
の
存
在
を
直
視
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
適
用
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
解
明
す
る

こ
と
こ
そ
が
ま
さ
に
学
説
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
い
え
よ
う
。

（
仰
）
ご
ｍ
一
・
・
六
の
『
②
の
ゴ
ロ
の
夙
口
一
の
勾
白
ロ
ヲ
ミ
国
冨
こ
の
『
シ
『
す
の
一
肩
の
す
の
島
障
（
白
ロ
、
．
⑫
’
忠
・

（
網
）
【
の
『
幼
ロ
コ
コ
の
『
・
ロ
】
の
幻
の
】
。
』
】
三
①
】
一
Ｃ
こ
の
『
シ
『
ワ
の
一
局
の
ロ
の
『
ず
呉
白
皀
碩
・
印
・
爵
『
・
・
ｚ
の
ニ
ョ
の
］
『
・
旨
の
。
宮
二
一
ョ
出
口
二
つ
『
四
〆
尉
六
○
ヨ
ヨ
の
昌
口
『
Ｎ
Ｅ
ヨ
シ
国
の
国
、
二
・

ｍ
・
函
鈩
巨
ご
・
・
』
ｇ
『
・
竝
型
四
“
シ
ｍ
二
。
》
”
Ｎ
・
の
》
の
．
』
目
・

（
⑲
）
○
○
崖
」
垣
望
』
」
．
、
『
］
国
一
一
℃
爵
》
、
急
・

（
卵
）
『
Ｃ
皀
蚕
一
Ｇ
コ
・
エ
四
ヰ
ヨ
ー
ー
ロ
亘
曽
『
【
［
凶
０
ｍ
。
｝
】
眸
已
の
。
『
。
。
。
】
の
■
⑫
ｇ
の
彦
日
の
目
》
シ
号
ｃ
一
（
ぬ
の
す
の
『
つ
『
曰
く
一
一
の
頤
巨
ロ
ロ
国
⑪
｛
一
℃
［
一
一
ｃ
三
く
毎
『
醜
一
号
の
『
色
口
頭
口
：
豈
已
⑦
『
盆
．

シ
②
こ
の
‐
二
○
ぐ
の
一
一
の
。
Ｎ
ご
幻
函
Ｃ
三
・
二
つ
霞
．
（
一
心
）
・

（
皿
）
。
□
の
『
苣
○
『
の
『
・
ロ
の
丙
向
『
の
ｇ
§
。
、
ロ
『
こ
、
ぎ
す
の
一
⑫
○
ゴ
蝉
□
の
二
三
の
、
の
皀
弓
豐
碕
穴
の
芹
ヨ
ヰ
の
ロ
］
△
①
ヨ
『
日
の
『
の
⑪
航
の
）
。
」
凶
】
邉
一
．
『
ご
｛
｛
．
（
『
馬
【
・
）
・

（
皿
）
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
は
、
一
九
八
七
年
の
Ｋ
Ｈ
Ｖ
Ｇ
の
適
用
下
に
お
け
る
一
九
八
八
年
の
自
動
車
寅
任
保
険
普
通
取
引
約
款
（
Ａ
Ｋ
Ｈ
Ｂ
）
一
条
一
項
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（
印
）
な
お
、
Ｃ
Ｇ
Ｈ
’
九
九
六
年
一
一
一
月
一
二
日
ｅ
召
シ
＄
旨
ミ
⑭
）
で
は
、
労
働
者
が
使
う
た
め
に
使
用
者
に
委
ね
ら
れ
た
第
三
者
所
有
の
自
動
車
が

交
通
事
故
に
よ
り
段
損
さ
れ
、
第
三
者
が
当
該
労
働
者
に
対
し
て
賠
償
請
求
し
た
と
い
う
事
案
が
問
題
と
さ
れ
た
（
ラ
イ
ト
バ
ン
事
件
（
尻
目
】
亘
‐
園
一
一
）
）
。

裁
判
所
は
使
用
者
の
所
有
物
の
代
わ
り
に
自
己
の
物
を
あ
て
た
者
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
保
護
を
享
受
す
る
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
た
が
故
に
営
業

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
三
．
完
）
（
宮
本
）

一
三
九

⑰
の
肩
．
⑫
］
・
丙
購
画
一
の
。
←
」
・

（
髄
）
句
回
す
⑩
『
』
囚
９
９
。

（
、
）
シ
ロ
員
。
三
』
画
一
ｇ
｛
｝

（
船
）
ご
Ｃ
二
五
一
の
戸
Ｎ
ご
詞

（
弱
）
⑫
○
声
目
貫
ロ
ロ
Ｎ
の
『
・
罰

（
帥
）
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
三
口

扇
）
な
お
、
ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
は
自
己
の
自
動
車
を
使
用
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
慰
謝
料
請
求
権
を
否
定
す
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
奇
妙
な
感
じ
を
与
え
る
が
、

使
用
者
の
自
動
車
賠
償
責
任
保
険
が
使
用
者
の
自
動
車
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
【
の
『
の
。
旨
】
の
『
．
ｐ
目
の
白
の
ヨ
ヨ
の
『
冨
坤
目
、
⑫
館
の
，

（
別
）
【
の
『
⑩
。
。
。
の
『
へ
三
國
、
。
①
『
・
幻
討
弄
○
弓
凹
『
目
。
鯨
〔
一
の
醜
シ
『
す
国
肩
の
す
の
『
鞭
づ
め
｝
で
の
『
い
（
》
。
⑥
。
鷺
。
津
已
の
。
□
囲
湯
『
す
の
一
日
の
ヨ
ョ
の
『
絶
・
ロ
幻
ニ
ン
』
ｇ
］
．
、
ｇ
〔
〔
．
（
、
＄
．

（
卵
）
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
文
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
普
通
社
会
保
険
法
の
第
四
八
次
部
分
改
正
法
は
使
用
者
の
追
加
的
な
負
担

を
意
図
し
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ
る
。
ご
噸
一
・
・
句
：
。
『
・
ヨ
盲
［
〔
昌
信
（
曰
石
臼
⑰
○
口
白
］
②
⑥
一
〕
旨
の
こ
の
旨
の
②
四
一
⑰
【
［
侭
‐
Ｆ
白
】
戸
の
円
の
冒
頭
の
⑫
の
同
一
の
ロ
宵
亘
の
旨
の
言
］
の
『
②

鹿
巨
『
。
『
巨
『
亘
雪
ニ
ニ
ン
ロ
の
国
。
。
］
ロ
－
９
９
．
⑤
ｓ
『
一
・
（
雪
璽
）
．
シ
ご
■
こ
こ
・
用
騎
房
。
｛
己
［
冒
皀
膳
已
の
⑫
シ
『
ご
昌
信
の
す
の
『
⑪
曰
『
勺
の
『
砂
Ｃ
二
の
二
⑫
。
ご
嘩
已
の
二
や
》
］
四
画
ｇ
』
．
『
急

［
〔
．
（
『
ｇ
ご
・
こ
れ
に
対
し
て
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
は
、
労
働
者
が
自
己
の
自
動
車
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
使
用
者
は
労
働
者
の
自
動

車
資
任
保
険
の
共
同
被
保
険
者
と
な
る
と
す
る
。
○
ヶ
の
『
ず
。
〔
の
『
・
ご
い
・
胃
ご
】
白
目
Ｐ
宅
『
貫
一
の
百
日
曰
の
昌
閏
凶
目
〕
シ
国
の
口
三
四
ｎ
．
躍
醇
ニ
ゴ
ニ
」
Ｃ
エ
Ｃ
専
・

、
。
⑪
夢

ｍ『』『・）。

陣
戸
切
・
博
』
■
『
。
。

統
一
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

四
）
句
回
す
⑩
『
・
］
因
一
瞬
ｃ
ｃ
四
つ
①
。
》
［
［
・
＄
『
再
開
・
〉
・

山
）
シ
ロ
聾
［
。
三
・
］
画
一
』
つ
｛
二
・
『
←
②
『
｛
。
（
『
酎
暉
｛
『
・
）
・

》
）
ご
Ｃ
二
六
一
一
の
戸
Ｎ
ご
司
哺
Ｃ
三
・
二
つ
『
『
，
〈
」
酊
弐
）
・

》
）
⑫
○
声
目
貫
ロ
ロ
Ｎ
の
『
・
丙
一
の
房
○
一
〕
呉
目
■
ぬ
Ｑ
の
の
□
】
の
口
⑫
気
の
ワ
の
『
②
。
Ｎ
シ
ｍ
ｍ
ｇ
←
》
⑪
、
｛
『
．
（
＆
『
『
・
）
・

》
）
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
三
条
三
号
に
関
す
る
同
様
の
制
限
は
す
で
に
シ
ャ
ウ
ァ
ー
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
シ
ャ
ウ
ァ
ー
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
と

の
関
連
に
つ
い
て
は
一
一
一
一
口
及
し
て
い
な
い
。
⑪
ｏ
富
こ
の
『
・
ヨ
⑫
。
ラ
ョ
ョ
目
目
で
『
受
一
切
云
○
ヨ
ョ
の
二
言
『
目
ヨ
シ
ｍ
の
勇
西
二
・
Ｐ
陣
・
エ
ー
】
『
一
・
』
患
『
・
趨
向
【
エ
Ｃ
力
Ｎ
三

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
新
し
い
Ｋ
Ｈ
Ｖ
Ｇ
が
一
九
九
四
年
に
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
Ａ
Ｋ
Ｈ
Ｂ
も
改
正
さ
れ
た
。
新
旧
を
問
わ
ず
い
ず
れ
も
Ｋ

Ｈ
Ｖ
Ｇ
二
条
一
項
と
Ａ
Ｋ
Ｈ
Ｂ
一
条
一
項
は
保
険
の
対
象
に
つ
き
文
言
的
に
同
じ
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｋ
刑
Ｖ
Ｇ
二
条
一
項
に
掴
き
換
え
て
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（
“
）
ご
ｍ
一
・
・
【
ｏ
菖
○
一
一
Ｃ
の
｛
の
『
『
の
｝
の
三
の
。
ゴ
の
⑫
四
四
｛
（
つ
三
Ｃ
三
『
の
。
三
・
国
。
』
》
単
・
鈩
昌
］
］
」
①
召
一
ｍ
・
色
⑭
【
［
一
【
。
且
。
］
‐
言
の
］
⑫
円
・
の
『
Ｆ
己
。
『
局
□
①
の
す
彦
『
頒
の
『
一
一
Ｃ
豈
の
■
幻
の
。
’

ず
扇
・
ロ
Ｐ
』
・
］
Ｃ
・
』
■
［
一
・
・
＄
②
、
。
、
．
←
⑤
『
〔
［
：

（
筋
）
【
の
『
、
ロ
コ
コ
の
『
》
識
シ
印
一
屋
『
・
爵
『
『
．
（
雪
）
・

（
髄
）
］
■
す
○
日
の
い
い
□
幻
□
』
』
①
患
・
』
路
【
〔
。
（
一
器
）
・

（
師
）
○
つ
の
「
。
。
『
の
『
・
謎
ン
⑫
一
患
一
・
ヨ
｛
｛
．
（
詔
）
・

（
閉
）
少
巨
●
ず
。
の
塵
』
①
９
．
画
・
賎
。
〕
Ｎ
』
湯
Ｐ
ｇ
』
・

（
的
）
『
○
ョ
、
ロ
ロ
一
・
Ｎ
シ
⑫
］
ｇ
］
・
笥
廟
。
（
烏
寓
）
・

（
わ
）
の
呂
日
佳
日
『
属
Ｃ
『
・
脚
シ
ｍ
ｇ
Ｅ
・
雷
『
『
．
（
畠
）
は
否
定
説
を
支
持
す
る
。

（
Ⅶ
）
。
ｐ
の
『
宮
。
［
の
『
・
悶
尹
、
］
ｇ
］
・
ヨ
［
｛
．
（
＄
）
・
］
鐸
ご
Ｃ
『
二
Ｃ
陀
嘱
・
口
幻
ロ
ン
ご
沼
・
］
患
（
』
望
）
・
望
『
爵
駕
『
・
ヨ
幻
巨
ヨ
ョ
の
一
・
【
◎
ヨ
ョ
の
。
岳
『
ョ
】
ヨ
シ
因
の
口
溌
］
つ
三
・

］
三
ｍ
一
両
脚
・
〕
Ｐ
⑫
．
ｇ
①
』
・
シ
ロ
昌
彦
］
・
】
ロ
の
●
百
国
曰
②
ロ
ロ
一
己
『
四
ｘ
－
の
宍
○
三
己
の
貝
口
『
■
巨
日
少
、
の
口
⑫
Ｓ
」
←
・
勾
凶
・
巨
・
の
・
昌
一
『
画
す
の
『
ご
詞
一
の
一
云
○
云
具
（
巨
皀
、
。
、
．
ｍ
ｇ
【
：

（
犯
）
国
竜
二
｜
ご
⑪
三
．
ワ
ー
Ｃ
幻
厨
房
。
■
菖
白
口
瞬
已
畷
シ
『
す
の
一
扇
爽
の
す
の
『
い
》
⑭
・
患
魚
・
・

（
ね
）
【
］
の
旨
『
□
丙
。
』
」
＠
圏
・
量
『
［
〔
．
（
』
鼠
）
・

（
脚
）
シ
己
呉
。
量
・
ヨ
⑫
Ｃ
ヨ
ョ
ョ
四
口
目
宅
『
④
菌
⑫
丙
○
ヨ
ョ
の
。
国
『
型
』
ヨ
ン
、
○
口
唾
Ｓ
］
←
》
元
関
・
一
歯
・
印
・
『
一
一
・
○
ケ
の
島
。
符
『
・
旨
の
Ｃ
盲
ミ
ヨ
、
コ
ニ
ャ
『
ｍ
ｘ
－
⑭
【
ｏ
ヨ
ョ
の
昌
囚
『

劃
ニ
ヨ
シ
ｍ
ｏ
Ｐ
ｚ
⑪
●
。
ゆ
ゆ
』
ニ
コ
ロ
ニ
ロ
津
の
。
宛
劃
・
虜
、
・
・
印
・
哺
四
②
。
【
の
『
砂
ｎ
コ
。
①
『
・
口
宛
ニ
ン
ろ
①
ｍ
・
豊
二
・
（
』
⑤
）
・

（
布
）
国
昌
已
一
ヨ
印
六
一
・
口
一
の
丙
】
⑫
房
Ｃ
き
』
〔
日
ロ
媚
已
困
鈩
『
す
の
一
員
の
ロ
の
『
⑪
》
⑫
．
⑤
②
（
〔
，

（
開
）
こ
れ
以
外
』

て
は
後
述
す
る
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号

一
四
○

内
部
の
損
害
補
償
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
包
含
さ
れ
る
。
こ
の
限
り
で
は
、
当
該
第
三
者
は
使
用
者
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
で
は
な
く
同
法

二
条
を
適
用
す
べ
き
だ
と
し
た
。

こ
こ
で
は
、
加
害
し
た
労
働
者
の
使
用
者
に
対
す
る
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
賠
償
請
求
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
用
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
た
自
動
車
が
第
三
者
の
所
有
に
属
す
る
点
に
お
い
て
、
賃
貸
、
リ
ー
ス
あ
る
い
は
所
有
権
留
保
売
買
な
ど
の
事
例
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
使
用
者

の
リ
ス
ク
責
任
と
同
じ
く
Ｄ
Ｈ
Ｇ
も
使
用
者
と
労
働
者
の
内
部
関
係
に
係
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第
三
者
の
法
的
地
位
に
影
響
を
与
え
な
い
か
ら
、
右
の
判
旨

を
一
鱒
朧
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
く
い
一
・
・
【
の
『
の
９
コ
の
『
・
己
勾
。
シ
】
ｇ
『
．
ｓ
⑫
（
〔
。
（
盆
］
『
・
）
・
司
呂
の
『
・
国
②
房
。
ｇ
｛
目
員
．
⑫
．
』
患
〔
【
．
．

（
蛇
）
璽
宝
へ
関
係
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ご
噸
］
・
・
【
の
『
⑰
ｎ
百
の
『
・
□
幻
。
シ
＄
圏
・
農
【
［
・

（
開
）
こ
れ
以
外
に
も
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
に
よ
る
訴
訟
告
知
義
務
や
拘
束
効
お
よ
び
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
の
短
期
時
効
と
の
関
迎
に
つ
い
て
判
示
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
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（
巧
）
宍
。
『
鷺
ゴ
ロ
Ｃ
『
・
ロ
】
の
可
の
一
。
｝
】
三
⑰
】
冨
已
Ｃ
『
シ
『
己
の
一
同
の
す
の
『
三
呉
亘
。
狛
一
⑫
。
『
⑫
『
「
。
．
○
の
『
⑫
の
一
ヶ
の
『
□
一
の
。
幼
ヨ
の
ゴ
ョ
の
『
。
ｍ
諄
己
一
一
Ｃ
ヨ
侭
の
い
⑦
百
・
駅
・
勾
隣
・
』
Ｐ
の
・
ぬ
ｇ
・

（
両
）
］
四
ケ
。
『
『
】
の
狛
頭
□
幻
。
シ
一
℃
②
函
．
」
②
②
（
屋
公
Ｃ
・

元
）
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
相
当
な
追
加
的
報
酬
の
支
払
は
そ
れ
だ
け
で
は
決
し
て
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
規
制
を
排
除
す
る
の
に
十
分
で
は
な

い
と
す
る
。
。
ご
Ｃ
『
ゴ
（
》
｛
ｃ
『
」
。
ｍ
ロ
ヲ
負
『
口
目
］
Ｐ
勺
『
貰
一
⑪
戸
Ｃ
冒
冒
目
冨
『
Ｅ
冒
尹
ｍ
Ｑ
ｍ
Ｚ
Ｐ
８
麗
也
巨
口
Ｑ
Ｐ
Ｄ
四
○
・
両
Ｎ
・
Ｓ
［
【
．
．
⑫
・
屋
ご
『
：

（
ね
）
○
す
の
『
ず
○
『
の
『
》
宅
鼠
丙
］
二
ｍ
】
Ｃ
ロ
ロ
ロ
ロ
こ
の
『
］
蝉
声
『
臣
。
頭
一
ョ
窪
四
『
戸
三
頻
切
『
の
Ｏ
三
二
の
『
三
一
『
扇
ｏ
ゴ
員
ニ
ロ
ゴ
ロ
コ
駕
一
房
威
ロ
曰
碇
⑦
口
・
国
鈩
の
」
⑪
＄
・
念
〔
『
：

（
帥
）
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
は
、
改
正
案
と
し
て
、
労
働
者
軽
過
失
の
場
合
の
使
用
者
の
請
求
権
は
６
ヶ
月
の
時
効
に
服
し
、
軽
過
失
を
超
え
る
場
合
の
労
働

者
の
請
求
権
は
同
じ
く
６
ヶ
月
で
時
効
消
滅
す
る
と
い
う
よ
う
に
Ｄ
Ｈ
Ｇ
六
条
を
修
正
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
○
す
の
『
一
〕
・
【
の
『
『
Ｎ
シ
⑫
ご
匿
念
｛
『
。
（
認
）
・

（
別
）
【
の
『
⑫
の
ゴ
コ
の
『
》
ワ
ー
の
ゴ
⑩
ヨ
の
ゴ
ョ
の
『
。
』
『
Ｂ
一
一
，
三
館
①
罵
亘
詔
・
宛
鏡
・
一
毎
》
ｍ
・
山
一
ｍ
・
ｃ
ｃ
『
⑰
Ｃ
－
ワ
⑪
・
幻
の
】
ｏ
冒
三
＆
【
①
。
①
【
シ
『
ど
の
一
同
の
ど
の
『
豈
四
｛
『
已
夛
②
．
ｇ
・

（
皿
）
□
竜
。
一
三
⑰
宣
・
ご
【
Ｃ
里
Ｃ
ｌ
》
【
こ
『
悶
宍
○
日
ロ
］
の
貝
口
『
悶
巨
ヨ
ン
ロ
の
■
》
９
９
・
陣
】
三
⑰
》
宛
Ｎ
・
］
］
》
⑫
．
－
ｓ
一
・

（
鋼
）
な
お
、
費
用
と
損
害
の
間
の
区
別
は
、
通
常
、
意
思
的
要
素
を
基
準
と
し
て
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
任
意
的
・
意
思
的
な
財
産
的
根
性
（
［
『
の
一
君
三
肩
Ｐ

三
三
の
三
一
一
ｎ
コ
の
こ
の
『
ョ
○
ｍ
の
ゴ
⑩
加
呂
目
の
。
）
が
費
用
で
あ
り
、
任
意
的
で
な
い
財
産
的
犠
牲
（
目
［
『
の
一
員
］
］
】
ぬ
の
ぐ
の
『
旨
・
狛
呂
②
⑫
の
冨
旦
の
口
）
が
損
害
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
訴
訟
費
用
な
ど
が
い
ず
れ
に
属
す
る
か
は
、
必
ず
し
も
ハ
ッ
キ
リ
と
し
な
い
。
②
一
『
四
の
⑫
の
『
・
旨
幻
目
】
目
の
一
・
【
○
日
目
①
已
国
『
目
ヨ
シ
口
の
扉
⑭
．
ｇ
霊

な
ど
は
こ
れ
を
費
用
と
す
る
が
、
【
の
『
⑫
。
。
。
の
『
．
。
－
の
元
の
一
向
ヲ
息
一
（
の
二
の
『
シ
『
す
の
一
肩
呂
の
『
富
｛
一
目
鯨
印
・
霞
は
両
者
で
あ
り
得
る
と
す
る
。
冨
旦
の
『
，
宮
四
一
竜
．

□
の
国
の
房
・
菌
｛
Ｂ
呂
二
の
⑩
シ
『
す
の
】
扇
、
の
す
の
『
切
『
辱
『
国
、
①
づ
め
。
。
且
の
二
二
場
シ
『
す
の
一
ｓ
：
ョ
の
『
酢
ｚ
Ｎ
』
因
昌
｝
．
②
．
』
＄
」
。
、
（
〔
。
（
】
』
）
は
能
動
的
な
訴
訟
の
と
き
は

費
用
、
受
動
的
な
訴
訟
で
は
損
害
に
近
い
と
す
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
判
例
は
損
害
（
、
３
日
の
。
）
と
し
て
位
髄
づ
け
て
い
る
。

（
別
）
【
Ｃ
『
い
の
一
三
の
『
・
□
｛
の
勾
巴
の
ヲ
『
の
】
【
の
Ｑ
の
『
シ
『
す
の
］
（
頭
の
す
の
『
豈
呉
【
Ｅ
］
頭
》
の
。
ｓ
・

（
妬
）
【
の
『
幼
ｎ
コ
二
の
『
・
ロ
一
の
ロ
⑰
曰
の
冒
戸
の
Ｓ
ｍ
（
召
二
○
三
賄
厨
の
百
．
題
・
宛
瞭
・
』
Ｐ
の
．
届
←
［
．
。
」
の
『
⑫
⑦
一
ｓ
の
壱
］
団
－
９
９
一
団
三
【
．
（
団
②
）
・

（
妬
）
言
こ
の
『
’
三
四
一
］
・
Ｚ
閏
シ
庫
の
一
一
・
騨
己
垣
一
・
ｍ
『
『
．
（
二
『
・
〉
・

（
師
）
な
お
、
有
限
会
社
法
（
の
冒
す
四
。
）
二
五
条
は
業
務
執
行
者
の
賀
任
を
規
定
す
る
。
判
例
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
強
行
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
こ

の
限
り
で
Ｄ
Ｈ
Ｇ
は
適
用
さ
れ
な
い
。
本
件
で
は
、
原
告
は
有
限
会
社
の
従
業
員
で
あ
り
同
時
に
業
務
執
行
者
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
（
二
．
完
）
（
宮
本
）

一

四
一
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